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8S，c[ Îl .ヌ1J 1001 



ドミ〉
、く

三」

民
同
(
)
刊

応
。
{
}

ハ
)
川
叩
円
円
よ

じ:コ

へJη

コ叶

P
I

、r、，
I

、
F

ご、:::コ
州、ヘ---' --..-' 
ヤ吋 F叶

l'- 士J、
--亡、1
くコ くコ
-， 

L寸ぷコ
」→い-，

〉
ザ
リ
川

戸

、

吋

戸

」



抽哩理念蕊誤差、苦話器世話e品

1038 0 起しQ57

D[長 .M

10，14 0 . L Q56 

1 8密

. Iv! 50 

? 
1/ 

1036 0区.L Q56 

1039 0 Iイ.L l{Ci5 

104ど(637) C[Z{. 

第2節出 1:遺物

1032 0 [乏し H56 

1034 C[Z{' IFl戸TJI[省 M り

1037 R区MS6G 

片
グ/

ζ/〆

1040(287) 0区.S K2U2 

//〆
，/♂，ノ

/ユゾノ

/グ
/(".1 

/j 
/)  

D沢・しつ['61

1045 C区.!EJ i!iI ifjき [[50

-241 

10L16 !K '1IJi'''IJII. lvlGG9 

IIn l03 1. ~lO.3 ，1 

IIa 自 1035-104υ

11ら ]芦呉 ， IIb 10:1;) ~ }04，:1 

IIb 1045 '~1O.17 ， Hh-4士長

3 



N

一品

時宅t.

宝
山
品

コザ
P
D吋

1
i
む
の

p
-

C
L
C
T
 

い
的
C
H

阿
山
わ
め
U
M
M

，

um{)門
・
の
問
。
}
吋

甘
さ
円
、

i
c
u
c円

小
}
γ
C
)
{

才~-σ〉
ーι~

凸
"...... .. ."./ 

J・M勾:
出
口

C
U
C
H
 

Zエ
-柊 訪仏ミ
てj~ .-i (."'<1 

羽

Jコ:_;， '"lご
』吋 ド叶 』吋 トー叫
l--j I-l ~ 

的

m
u
z
・
一
一
一
夜
二
了
凶
C

∞山
O
H

c二二ごと):n 

ゆ
山

O
H

Cユ

問
問
一
一
概

ロ
叩

ω
2
・一一九回口ごいこ

-
M一日)

(
)
吋

i
H
M門
的

出
口

(
N
U
山

)
k
h
o
H

ハ)小中ぱ

司:

tJち
l(，) 

~・4

。
∞
『
〉
山
∞
・
出
。

/てご:二二三3-

ピ三ミhh
U口

くy

--戸戸~戸喝戸~、、 J 

K 一一一一一--とこ!
八 j

Q 

内'-'-.，....ど
V プ

主
(
)
リ
〈
∞
・
一
洲
一
口

U

Z

J

 

出
Cニ

日
{
)

('() 

、〈
一

。
判
、
(
)

げ"'"
Q叫

U
M
E
，b
 罵

例
町
一
ご
祢



出~Ol

をけ己11

LLOT~ ち901 尚一 8II

890I~~t901 )i1話 0n
Z901-T90T 8II 

o 寸 1801

0911・ Q LL01 

6Sよ寸.}Z]I] SL01 

9S1:1 . YJu OL01 

，〆~'.Þo

// 

1 . IUIlll!II.'刈v L901 

円t1d寸・ :>"11] v901 

帥喜~"I 問拐 Z 箆

言

t:vZ 

l2fiuZ!謹

i日，L1 . ;xJ u 2801 

S6IX S・}']1] (029 )0801 円よ寸2'lQ 6L01 ()S!つ刊.IIIJic!Ell .三1J 8L01 

o日 '1， 1] 9L01 tsコj/¥). SL01 

l 
."'-_'~ー2ダ3時h宗ιξ~~ コ[¥J 。予L01

09 つ j;~ • i I iJDi日1・こi ZL01 09 T V>l . !IIJll!tJ!・ 7正1J

u il 
ヨミ"，;:><f~静S串-_一一一、J 一一回一一一一一 -句者尋r・戸

0911ぺ IIIIll!11!. 8901 

1ぺ !lfig!!ll. :) 990T 09V I'~71n S901 

J7SJ" '1 ヌ11] E901 TOZCl . :Y]CJ (8L)T901 

66(] アICJ (TE)Z901 

ー.山崎町一縄問占恥ふ~



第4章調主の記録

1084 D 1ベ.IlliniJll・MC52 

lu87 [J [.(. M 1088 D . L.J 4:3 

1091 DV. L T!3o 

1095 0区・ LR58 

1099 D r:z . L F!.f!Cj 

1096 じ LQ50 

結滋認鰭出品選

1085 D 1ぇ唱しT59 

九
九
v
j
寸K
 
L
 

アベ守
れ
u

qp} 
一H7
vl
 

ノ

1089 D区.L S56 

10g3 D芝.L T 

1097 D . L J 40 

1100 D Lj(: . M A::;Cj 

1105 D . L K<l7 

刊
日
ハ
け
ハ
ハ
バ
μ

1108 Di2:(.只

密

戸
h
jrぃi
 

一、比一，d三忘れ
}

つバ一、62一1
 
1ょ

11 ()C) L1!く

川
叶

itlase一1
1
3
1
y

244 

心一一ハハ川
ωー

1086 CI三.IIIinIJl1 . M f-I59 

1090 [J区.L S SS 

jj 
1094 0区・ L

1098 D V . L R 54 

一一「一
帯
3
2
-
γ
Sム

5 

1101 1)[ぷ.L

、一i
 

f
J
 

F
M
A
 nu -一三) 

1
1ム
1
3
一

1107 u [三 .M

1084 ~ 1109 

5 



1110 D[王"し SS9 

ph一J
-
h
J
 

Z
司令
h
i
s
 
i
 

f
、

一トトドD
 

t
J
V
 

1
i
 

-i-
10aム

1121 D i'( . LT !io 

J

門
川
川
ハ
ハ
パ
川
一

第2節出土遺物

¥ 

1111 D ・しT49 1112 D [Z::・し SSfi 

1114 f)f;<脅 i，.149 

1116 Dほ.tvlι。

1119 D区.!EJ河川I~ IvIB51 

1127 U [さ T60
1128 D 'L 

22箆

1129 D 区・し'1、 {~n

r. ; f輔
':;LJ::J 

1117 D . L T50 

1120 D区 .L ヲ

1l 2:~ D [三・ LTGl

IHiuJJIi . M H5:) 

イ

斗

円

ジ

ー

i

1

i

l
a
1
命
つ
-
w
q
J

g
l
&
1ょ

1
1ム

1
ょ

i

&

1ょ

1
i
1
i

~

~

~

~

 

0

5

。V2

1ふ

1
時
つ
今
つ
M

-
i
l
i
Iょ

1
よ

4PI

T
A
-ょ

1

4

1

1

+
山
口
百
】
♂
+
i、
百
江

主
ハ
主
ハ
ポ
J
h
f
$
1
7
.一

斗ぁ

R
U
ρ
b
7
6

一

一

一

パド

v

p
一

円

L
-
U

I

I

I

l

 

l
-
-
-

iOcm 



部

品

一

冊

議
一
附
む
)
自
給

之之; ミ丈こ---一一一一「で
寸勺i 一一{
l才

ト
ト
ト
ぃ
。

コ〉

H
H
h
H
H
 

ヒ

戸ミ

「
'-
乙苧1

cl 下、、、~…

-----_一一一二叩三

M
M
h
H
印

5ミ;ミド

H
H
ω
ω
 

一
〕
{
川
(

s

「ベ印。

M
M
ω
叶

一)同
a

一c
h↑
叶

M
M
ω

∞
 

玉二二二三

M
M
h
F
N
 

口
問

c 

王二二二二:ごi
→ 

』

】

仏

{

い

トー4

い4

C刀
トド

の一川一

一-'. ロ
~ 

守
一
ヤ
一
山

υ1 

ロ
司
ン
y
k
A

「
)
一
以
l

「
吋
品
(
じ
)

円
L

M

戸
山
山

ト吋宇品

ト h

cn 
トー"

一円
J
{

口。

む

I 二二二:とよ

H
H
ω
九
日

む
{
凶
・
「
、
円
程

民
段
。
両
総
同
wv

4
M
H
 

H
M
一
山
小
山
〈
叩
(
)
ゆ

ハ一向

己心

ーとこコ
‘~~，、

. 

-.'， 
A色匂コ? 

凶

トh一 + 悶J， 
山

H吋

コ1
ごl

ト
{
」

F
U
{山

亡
一
内
山
守

守
一
∞
ι肝

α

，-， 
m 

-
N
h
E
l
 

〕
ニ
一
凶
印

(け肉

一
ふ
何
日

一
一
〕
古
川
一
二

一) 

小
山
×
「
)
∞
供

M
H
ω
H
 

、ミミ子

H
H
h肝
品

(
)
向
・
リ
ユ

(U2~~ 
、~ー?

u 
向山西レ p

r 
ロ
ードゐ
(.0 

M
M
m
ω
 

」

い

)

吹

い

・

同

L
Z
h
件。

H
H
m
J
1
 

eri 
、，.

} 下一一一一一
~ 

一一

} 

) 

H
M一叩

U
1
H同

H
H
ω
N
!
(
)
{
]
{
品
。

同
一
{
巾
∞
相
同

J
{

」片山
H

・
H
」{品
N

H

r

-

-

C

H

M

H

H

b

i

H

H

怠

日
刊
に

j
H
(
)
山
内
日
{
ロ
ム
叶

1
H
H
h
H
m
)

同

日

{

一

河

川

一

一

ニ

m
c
-
H
H
ω
H

H
H
m
H

一MM

】
円
山
い
い

-
H
H
U
ω

口
町
一
円
一
け
訓
同
{
一
v
h
l
H
H
C
(
)

メ。i

。:)



-Ltz -

災
U

. !lIJu!.Hi .刃コ UH 

号竹

山山滋 1II '虫干 11
'JL TT. 11 盗 fn ・CよTi 己主 i II I I 

GLU 1m 
S9Tl -_ I9Tl 4II 

EEIXS.Zla (SQi7)干LII
γ
t
L
 

fu] 
ch 

パ
u

u
a
J
F
 

寸
ih

、
す
い
十
A
1

2
F
]
 

ムゴ 日 OLLL 

01. CI lliJII!nr . 

nJγ 

1;¥)， 0 S911 よ"[. G 1791T 

SElX (! ( 

助事干i刊現2:

ISa"1 ・刀CI 1911 

を認諾i議

l]1"αl吋・ 11110L:!1.ドIJ
9L11 

(:iUZX S . i:J 0 

(27，9 )SL 1T 

SSll "1・ o ZLH 

9g}l"1 n 69TT 

守

ssap
T
i
 

n可
Uハコ)
 

F
'】
[
J
U
 

Pc 
i
ー

寸

i(
 
!
 

一vr
P
3
 

v
d
l

、&
司、-
【
J
h
}
ρH-

Y

下

lS3lN . !uIlItl:ll . :8 J 2911 



出oOl

γ
s
炉

山ザじ
ハ

υ~
?
4
a
 :
 

1
j
 

「
↑

Frf4J 
-[
ー~JJ
 

({ 

γ
o
i
 

T
L
 

可
)

ー

zvRK
 

口
円
~

一、
F
j
 1
?
 

YJ
，
 

，
 

2
 

け
U
U
!
=
1
1
 

ハ口人J. 二 l761I
i 宥ぞ!f] EblI 

告

り寸.zl Q 681I 

()(j II ~I ・:71cr 

(I(jJ-JJ'Il・ II!Jn'lil'バコ [只1T

パ一

uヨ

tSヌ寸，戸1(] 88TT 

g予Z

題9ll議

10n 

9EiH. 

Z61T-り8II

γ
t
L
 

T
t
L
 

ハh
v
に
ul
 

ft一
白山一一t

 

l
F
 
'lt' 
一.
1
 

ド
}
「
-

3

ヘ

己主日 1. _三)0 loIl 

寸 IJ L81I 

れ
U 

lj9~'IJ l̂l . I日JI1(]11 

τ
l↑

v
;
L
I
L
 

γ

L

τ

i

1

L

 

R
v
b
1
-

p
】

U
し

に

U

-

e

ι

 

T
F
i
 

l

l

 

p
H
v
h
u
 

円

九

宮

下

‘
ー
‘
i

i

i

 

B
A
-
-
A
H
 

1
ぃ

、

じ

わ

?

チ
才
、
正

6
1
-
-
!
 

、l

‘l-

iJJ '11¥1 

llIII 

ぜ1Il

ぞ)'1 ・アi(1 9811 

9Si::i -1. Q E81I 

グ/

話2~CO革臨事 F 第



正一一品品~町内~
才一一一一一一什

(l 912:1 LI')! CJ. (1 SET j，'Ij . Ililr<.'IJI . 7'1 J ~IZI 

Ci . l'J口 E1ZI

同寸 Q 2:121 柁nx Q (OLS)11Z1 

可そ7♂ i' a 0121 SS l CI • I:i II 602: 1 
出'[.万α

j，¥j .バcl TOZI 

~I 
綿密司二千日 間2:答

-6vZ -

題9ll露

Sli) 'j. il ZZZI 
言 三1 ii言 PA

hl?: 1 1ι111. 
日δT ー心τl' ム，γIrで;I ，;11. 

。lZTι予TZl dAl 

E1 ?:I~()[(.1 干PAl
l30ZT~ 日)(; [ lJil ~) Al 

:キ]!J ( 6LT ) 61 ZI 

γeι 

{

J

U

 

γ
e
L
 

一り一刻

日j')l寸 C! S02:1 

主

6v)j ・玄Icl 2:02:1 
1吋.IIIM!II' J SOZ1 

パパハハハ附



第4章調査の記録

1223 A . IflIirfJll' H7::l 1224 D しれ54

1225 仁Lζ'II!υJIJl[.iv1 1226 0反・ ILi河川i・iviC53 

A ず

ょニシ〆 ~τ 

1227 c [)(~ . M C fiO 1228 C [)( . M Fl fi4 1229 n . JT51 1230 D [ズ・L.R44 

ーと二7

1231 D . L 

1232 芭!三日

Vla 、F!

Vla 三指

V!b 

V!f'長

ハ
り
つ
}

リ〕

q
J

叶

/

】

内

/

}

寸

l
i
1
8
2
A

~

~

 

う
J

i

せ

【

/

つ

d

リ

ハ

♂

叶

/

〕

円

，
d
}

九円、リ

ワ
r
-

け
ム
ワ
…
つ
〕

1』
4
4
1
1
τ
i

吋

l
i

号 10cm 
123:1 ]) [7 L 

127関 i嚢ネ蕎外出

-250 -



/~-
// / i r j  

1237 A区・!日河JlI.NG72 

1239 A区・ 11::1?i1J 111. J 7;) 

JC 
]24] ・IU;吋!I[，i¥lヒ

グ
/グ
12.35 安弘、

1236 区雀 liL可JI[

げ
r
J

i
l
l
-
ム一

第2節出土遺物

1238 A区長旧河111. NH72 

1240 C区・!日討liI. 

-251 -

力
l/ 

一戸、u

-
J
小

半
以

リ
山ペ吐寸，ょ



第4章調査の記録

1244 E i支・ LS4υ

1245 D区.fv'lt，，117 

1247 D [三.lv1C53 

1246 区.LS 

iヰ

252 -



第2節出土遺物

L 土偶3 J ーイ ← 7 I 叫日~-、 Jデザ

一、ーユ 百万 1/;い i"ょっ心。

議土{罵 ヘ 124人 lズlJ夜l

ある。

}享さ2.9cmで、

ある。 k
J
c
 

zr

へ
丈
U

と雨

さJlたもので、 Jコワ。

×ιOcmで三ちり、 )-

大きさは.1.

ある。おそらく短い手がついてし、たものと忠

斗-.-1" 7--1 }，j l /CJ口

る。

ある。 円口一 から見て してし、るよ

三 vイレ』ア

ソに ιり心。

ている口

も

偶より約 2倍と大きし

あろう。

吋九

Jむ7S:_ る。 晩
ゐ
仏
リ
ノ

口

町

レ

れ

ソ

良
一
4

H

k

b

土

で
ア

占

山

口

ュ

ー

は

チ

は

さ

一
一
器
き

ミ

土

大本

o

i

b

h

一一ソ

tl立つ。

。ブ。

L たものであろ

(，-t、。

づ戸E

4こ3

土 L
白骨'ー

主にD区と SL :-l2:-l11=l1i:JJ JlIから

なかったため、

している ;:， +-

L 
f 

行

鎮

守一明

石

川兄

、

(1331・、アメリカ

(l 312~ 1314)、

(1309~ 1330入

(1309 

きる。

(1310・1 る。ま

にアスフアルト る石鍛(l314~1316) がある
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J岩ι1意調1査の記録

、1303は長さ:i.9cm、111話2.1cm、厚さO.Gcm、重さ 1gで1301・1:-l(立に

ょとして重さが4信以上もあり伝{舎の ji]首長性も考えられる。

);tl.、 ;隼音scノワ押手Ij離771顕著でjちる。 1:304・1306・i

っている。

よりも厚さがあり、 1:1()9・1310・1316・1 .1325などはその{頃向が強い。

、
刊
叶
品

4; -~コ 1309 ・ 1::;1
1
J
4
」

さとほぼ向じなの して、他

あり、 -L 
J
'
I
 

1

」
吋
/0

 

7
(

一
u

h
t
4
 

。1328は長 :i.4cm， さ1.1側、重さ10g 

市と グーしてし、る。 ，L L されたものと考えら

るL、は|ユHf~で、 o いる。

穴)'-， て出土したものであろう。

//、ソチを入れて り出している。

石槍(第131凶 1339~1351、図版136・137)

'1" 
← 
'cJ 0 

る a 類 (133q~1 :142)と

1351)とがある。

る b 類(l 343~

a失只t土 J-. きく残し、両側縁全体に細かな剥離

1343 '~'1347 と丸みをもっ1348~1351とがある。

寸心 t される 、。

137図 1352~1413、図版137 ・ 138.139)

三
¥

JIn--一My
-じ〆」 らi;j、下の 4 ミ?ヌ、

くご .~ノ o も

ート サ

iり心

し、片刃の るyhノ{
 

-/レ カマポコ形

を呈してし・る(1352 -'-1357・1:365 '13(6)。

としてし、る。

Jレ され7ニ

.---}、

し1:ニ争iJ離以外は何ら

b~讃:形状・

1367~1380)o 1371 

きく残しており、

るものとヵ:ある。

も施されなし、。

もち両刃である (1358~1363 ・

る。

されるものと、
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第2節出上遺物

c類夫i あるが丘 -b類にj七して rト型であり、 、午Ij離面や節理

とがなす鋭L 刃部としているは381~ 1389)。メj部にはi山]刃(1381・1386・

1388) と片刃 (1382~1385 ・ 1 :187 ・ 1389) がある。片刃のうち 1382.~ i Lア〕ス£/〆、、

1385・1387・1:i8S)はjl立に

d類:小型の縦長争Ij片を素材ーとし

fT ') 

LF16へ]判oや楕円形の (1390~1395 ・ 1401

~1413) がある。メj部は両刃 (1412のみH 巧) るyう入

と主要剥離面は広く残る。

五匙(第138~1401芸11414~ 1438、凶版139・140)

ノ‘工、 ものjう:多L

面に、 1421

れる 1416 ・ 1417 ・ 1421 ・ 1424~14261430ヘ 1432-1435と

さ

O-

μは
円

ノ

ω

l

i

A

吐

乍

ーコ
~

v

Q

O

 

つ

1
1
A
寸

よ

14サ
守
3
8
A

A
寸

マ
s
'
e
i

ブムハ引

し
i
h

1422・1427..__.1429・1433・1434とヵ;ある。また1420-1425・1429にはつまιL苅Hこアスフアルト

しており、 アスブアルト i人つま であろう

が明瞭である。なお14日 e

掻器

『

Q。

図1439~1447、[5<1版140)

し寸"';h，も

両面から

1439~1441 の 3 く残し、

ある。こ

し、その反対側の

これまでも
(註 :1)

も何点かまとま Jって出上している。

1364 ・ 1442~1447は lrôJ片の両 mll緑や一端に履い刃部会詩け十ものである。 1443 ・ 1

Li三科離lliiがあるが、

石錐(第1421z1l 448~ 1471、関版140・141)

とんど施されなし、

し も 、つまみ部のもつ1448~1456のう

る{也i土、つま
、J伊

一」

1457~ ものが多いo 1446 

Q
O
 
ro 
A
吐ーー

ヲイ
e
j

L
去
、
)
 

J
J
 
ォ

ー

て

げ
し

l
門

iit
 

可

''o

Iこょっ-c mIllVヨ: してし、る。

2本の

してし、る。

とし utこ

もの
、
h
川
ノ

打製石斧 (第143図1473・1474、図版

ふIj離を施
、
1
ノ，i
 

とも している。

は刃こぼれがある。
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第 11章 謝台1のJ己王子

.1441え11472・1 ヘー 1484、 1，11，1:12) 

1 L、 き;出してし、る。 1475---1484はL寸'"，tLも 、1479

1481.1483・1484のメHfsd:l更Hlによる

た1478の弄は再:生されたものである。 l

1485へ 1488 、 1_'o{1~l .143) 

i)切りの痕跡が明瞭である。ま

して利用3れた可能性がある。

148:-1.1486はそれぞれ l 栴:J cm と 12.~}cm ~壬どになる。 もり 、ぺ-0) 

が明

る。まf三1486の

1487・1488は官官の 2点よりも{乍り

アス 7アルトカL Lてし、

;ちる円

るのであろう口

してL、る。

-/;_立
ιJピノヘ.J

、Z
Jrγ~ 
F
 

J
A
L
U
 
た

a
t
t」

γi、;人
令色守 てν。

ーグ

くミ さ9点側、刃

古isllI高4.Scrn、

出忘(

ると長さ13.5cmほどになろうか0

lL17図149(}---15(如、図版143.144)

よって凹部分をもつものであるが、 1493の片面の間部

よるものと考えられる。また1490の1側面、 1491

となっている。

び〉

14り8・ lづ きによっ くぽま さな出部

分をもつものである。 1500は組い指Ijりによって成形されてし、る。

五

よ〉
r' り出したもので、下端の丸L J-.7，--- してレ

る。深い石胆と併用されたものであろう。 心。

らすれば石製品は極めて少なく IZI'iとできたもの ィい」ヘι、FetlhぞJn『h do 

石 訪問1502へ 1510、 .145) 

し、すよれも しており、 きなし、。 1502 く

心γァ。

46) 

1511 はfミ 17mlll、径 8mm、 2mmで面取り ってし、る。 1512は長さ 9mm、 2 r問、

る。石質はしづ-C，tlも る。
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第4章調責の記録
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第2節出土遺物

l:=; 1 ，ej、!司日反145)

し 9 cm、厚さ 3cm、 1 cm Ltこものである。

、自然石の両面から L たものご¥ /~o 

Jャマ
ソ..-;::;0 

円盤状苓製品

¥1て') して円形にしたもので、 さ 2c思ほとの細く浅い~こ~I

ゐ。

2 平安時代

している。 遺構内出土土器・

、ては諒l察結果子会;，__.1苦手手にし、{患の土器につし，ては

て説明を加える。

( ) 

SK1111 

S K037 (;第150l週刊、凶版147)

る。

S K 1063 

19る

l叉119・27、図版148・149)

る。 31 口
~ 

ζ) 0 

S K064 (第1521支138、図版151)

口 ~胴部破片 心。 ケズリが施されている。

S K066 (第150lZ12、凶版

2 てア

心 。

S K145 区125、出i版

~ず

分。

A叫ょっdnノ副E
 

C
J
 

門

i、

17は

S K270 

~ア
/，;y 0 

51 図29、図版149)

口 で、 SD267出土のものと Ltこものである。

S D121・184 (第150・152図7・34図版147・150)

7、34はSD]れないしSX184から し丈二o 7 る。 る。
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第4章調査の記録

仁i i き出している。

図版148)S X129 

..).-.， 
dう伝}。

見られないものである

S X131 (第150~ .3 '4 、

してし、る G

S X 133 (第150・Eil図11・24、図版148・149)
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6は須;腎器開二である。

S X2.38 (第151図26、図版149)

め令口
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第4章調査の記録
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第4章調査の記録
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第2節出土遺物
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第4章調査の記録
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第4章調査の記録

81 Jvl E !ï ~l. C . IIJi'uJIII 
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84 LS52・D区 85 A区・!日河川i

t)O • l!JinJ 111 87 1¥1 と・ C . if:i河ill

88 iViE5!i・ Iメ::. IEI;可Iji 89 MK!il・B
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第2節出土遺物

94 ME'iS. c: I~: . Illi百JJI! 95 MES4・CIメ・!日;oJIII
96 ME'i4・CI三・!日河川

97 ivlE:i4'C ・IE]{'tlJJ1! 98 八区宮 IU河!11 99 LS "16・DIλ

100 MF56・C . iUi"JJII 101 ・・!日河川! 102 ME55' [Z. Il::liilJlli 

103 NK7:3・ A区・旧河川 104 NG71・A区・ IEl河川
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第 2ぽi U:¥土遺物
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駒
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3・ν、弟 i夫、L'主JI改 lliU)

てIljJーした青磁椀である 見込には牡

とその
1 -1-_ -1' 

こ IJ:.心。 もので、 13へ)

ヌオ1 内三
-.>- U 

と豆、われる。

S L 323 (第158図2・4・10---17、第160凶21-22昌弘盆26・、第1611文129下 ;12・33・34・39、第 7

164) 

2‘4は河)11跡から出土した青磁で、壁!=;であるが、持とわれる。 し寸も

-y ブ

ご，-jL <:-) 

S D151 (第161図34、図版1

プ~
r己》。口

S D231 (第159図日、図版1(1) 

と思われる。

S X033 (第161図33、

33は珠洲、i系陶器で、警の服部である。

S L 323 (第 159l翠 10---14、 16 ・ 17、第160図 18~20、第161 図29~32、第162図39、図版161 ・ 162

-163・1(4)

29~32 ・ 39は珠洲系陶器で、 L ま¥ ある。

リメン肌となる。 11 14 

{自は血である cfn~ 

司
p
s

・
-A 里

LT48グIj、ソドPit1 

己(;J:_;づj、屯守五E在丘.f汗?十命伊で-，で，三で三f、ある;忌う子ぷ¥

彫と1櫛室蔀Iによる

弓 γ トアミ i宇

し

bbJ 3-:=;-6忍?、第9

6点IU土しており、し寸一れも河)11跡から

る。 3・ 7

る。 1-2 

3・5

i、 2

ある。
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第4章調査の記録
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第41主調丘の記緑

第 8表珠洲系悶器一覧表

器賄 時期 出土地点

611ま129 揺 H期 S L :~2 :i NL76グリヴト P R:i91(A 

" 30 υ 。 " TI /，戸F LにJτL"つJつ白リつ I~ L77ゲ 1) ット (j¥

1/ 31 14 1/ 立か S L323 NL77グ J) ット、-P R258(A区)

/1 りっ臼つ lG 1/ 立，~/ S L:j2:3 NC77グリ、ゾト、(A区)

1/ をう}電つ〉 勺i 護 瓦か S X033 (D IKl 

1/ 34 在か SD1511D 

// し円);:)ー // TIか(?) 48ライ

1/ :i6 // Eヶ L S55グ J) ソ卜、(D

11 JI // L T50グリッド(D

第162図38 JI 1/ L R54グリッド(D

11 39 // JIグ SL323 IvIG49グリ、ソト月(C匹)

1/ 40 12 /ノ 五万 LlYIゲリット、(D区)

// 41 15 // 五か L P40グリ吋ト、(F

11 42 4 /ノ JI I1 LD50グリット、 ルト)

/1 43 22 11 瓦グ

11 44 19 11 JIか ME41グリッド(E区)

!/ 45 48 五グ rvIA51グリッド(D

第163図46 94 η 立か A-29 

11 47 /1 瓦か L P50グリットー(D

I/ 48 20 1/ 立か L B48グリッド(ベルト)

1/ 49 3り 瓦グ L R53-54グリッド(D

ヨ'/ 50 29 亙か

51 ソ f/ 

1/ 52 リワ (/ Nか lYIB40グリッド(E区)

1/ 53 11 // 乱7グ LR52グリッ F'(D

1/ 54 J 、 I1 官庁 L 1¥1147グリッド(D区)

1/ :):) 23 11 不明
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第2宣li 出土遺物

5 

ヰ

3 

色 5cm 

7 

第165図古銭

第9表出土銭貨一覧表

挿図番号 i1I なj

北宋 Î'~l宗

第165閤 2 S L 324 (N 1 71-A区) E 摺 大規通宝 北宗 丈観元年 1107年

第165区I:3 l¥1H6() ( A区j V 居 寛永j通主 江戸明正明正6年 163li年 i 1.7 む

第165図 4 L T54(D区) m }醤 寛永5ill'1i:か 江戸明正明正G年 163G年! ().良

。 5cm 

第166額鉄製品
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第4章調査の記録

SKIll1 (第166凶)

ら出土している。 しいが長さ 20.0crn、身の ~I高 2./c盤、

さり~8cぉ、 一主 i¥llハm よ〆
'- U. ，.J ~lli'__ '-n丸ヨ己ノ o

( 2 ) 

1 . 4 ・ 7 ・ 8 ・ 10、第lω図18~20 ・ 23 ・ 25 ・ 28、第 161 図3 :-i ~;)7、第 1621苅

38 ・ 40~45 、 641翌日 ~55、第 7 区lft&: 16り ~162 ・ 164 ・ 1(5)

と思;fコ，flる。 1V主口

る。~ 3~14世紀に比定される。

る。 35へ 38 、 40~ 弘、 51 ~~55は措鉢、 45~48は奪、 49は

なり合うよう

35~38 、

吋

ζ) 

、
弔

L
A
I
-
-
J
t
 

ブ

QLf) 
あろう治、 18.1 、20f工

血iとおもわれるもので、 L

4、図版、1(6)

と忠われる。

した。

ヰ

6 32点の計1 し

られる幅12'~22m 、深さ 60'~'150crnの河川跡(Sた。そ

L 

正Ti

;う¥

j越した。

r 

る。 河川跡は、

一寸山

従t"'， 、てもこ

L J_"、よ ---'''-"1 マ j

こ ζ 口りしし、心も(J)o

きるものO

きるもの。

られないもの。

されるが、 より いるもの。

う

う

う

× くこと
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第2節出土遺物

@ ある場台、そ

r l 

寸1

台に、原 [~IJ と L て Ltこ口

るもの。

-7  

“ 
γ首長 、 (7)
し/大f1:V 'tJ 

jてし、る場合、 し イレ

ふ仁1/入
、占汚 p。

としないものについては白ぬきとした。

しょこO

hγ

、
一プ
ノ
ノ
~
/汗 ある。

の2
7
1応、ー}た01 

061形式 用途の

081 

あるもの

しないもの

とLて[正位J，[-{~~Ù 位」

「横位」とした。

おける

とは、 してし、る土器と さなし り、黒色処理を施して

し、る土器には|内黒土師器」と しi三。

以下、二ムチ寅;PI-i'::__-_) ¥，、 本間・ l，J;慌の制・謹吾工高り JI附」説明 ~}o

木簡 ョ16812:1、

(i) 句、 (91) (16) 4 081 

し、折損のため原型の不切なもの る。上

りによる浅い段が形成 れている おそらく ら であろう。

トチ

ノ出 (3i) 2 081 

1三のj柾目 し、 なもの る。上下端両側面が折損してし、

る。立た、 目 しているが 本例のみ捕に使用している。
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調査の記録第 4章

j .、と(3) 

ハツ
1
2
1
 

fe'x 

しているものである。上端が折t員、

両面カミら切り込みを入れた後に折り取って端部としている。

(94) x 21 x 4 J .x 

杉の在自

ライ(4) 

してL、る。

-句、，，i
 

j
}
 
(
 

094ix(38ix4 

折敷の底振であった杉の紅白板材ーを転用したものである。

、♂ム
〆戸、

〉えゴ3 こ「(;) ) 

ーに
り(99) x (45) x:3 

位板材を転用したものである。 ド端折損、右側面は割れ面である。

引口
川
口
i
飯口口長反

折敷の底較であっ

01 (6) 

男ア}
拘人j会拐IJ:2 /I~~ 合物陵種

女十二人

」

臼-1 

一口

る。

1
1
i
 

p
h
u
 

ハリ387 x (67) x 5 

したものである。

304 -
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第 2節出土遺物

2 将棋の駒 (第169問、図版168)

、、町、，ノ

噌

E
Sム(
 

!
i
J
 

'守
「

|

!日河川(SL 323) ら出土したものである。形態は縦長の五角形で、大きさは縦3.4

cm、上部幅1.65cm、底部中高1.9cm、 さ0.5cllI、 さO.8cmで、ある。 ほほ

中央に「桂馬」、裏面の上半部に成り金を示す「々」が書かれている。

3 (第169----178図、図版179~185) 

(註 5) 

墨書土器の総数は132点を数え、県内では秋田城跡の709点、払出柵跡のは176点に次く、、出土

点数である。出土地点の大半が!日河川!からの出土で、他の遺構からの出土は15点と少なし、。 唯

、SX195から 8 まとまって出土してLι。以下、 }'ペ/

、〆一
rν

る。
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第 4主調査の記掠

S L323 

S L :)23 

S L323 

一
円
、
リ
一
叶
一
、
リ

つ
山
一
つ
山

内
ヘ
リ
一

q-J

T
む

一

τし

s
…

s
 

12 

A区.N 173 i !第亙躍 ! S L 323 

A区 NJ 73 i第五 C層 JS L 323 

A区 ND72 第豆!習 IS L323 

A区'N173 第五層 I S L 323 

A区.N J i2 第五 d}語 SL323 

A区.NHi3 豆層 i S L323 

A区.NK74 五層 I S L 323 

cu一
一

円

h
u

一

a
A寸
一

ィ

ペ

ヨ

仰

い

ひ

一

六

リ

一

戸

3
一
向

rJ

F
一
F
一
E
一ゃい一
L

5
1

…

f
i
一
，
l
ム
一

τ
i

k

山一

-w
一
軒
一
お

区
一
区
一
一
昨
一
…
い
怖
い

fu
一
ハ
し
一
〈
し
一
ρ
i
v

幻
一
部
一
山
一
泊

S L323 

士里ゴ二
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2節出土造物

hl乙一
一
E
i
-
A
一

hr

M
…一一一民一

M

区
一
げ
は
い
二
区

一干し一
e

九
一
八
し

L :)2:) 

S L :323 

S L323 

42 

43 

307 



第4章 i調査の記録

-308 

S L323 

S L323 

S L323 

S L323 

S L323 

S L323 

S L32:3 

S L32:3 



96 

98 

100 i不明

101 i フド明

102 不明

103 

107 

108 1 不明

114 弓二明
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C区 ME55

C区.ME54

C区.ME54

与p;節 出 i二造物

L323 

S L323 
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第4草 ~J再出:の記録

5.5 3.6 0.404 26.5 

0.2 1 :-L 0.473 28.2 

I KJI，ι 4.:5 0.462 41.:i 

2.8 7告2 3営4 仏563 26否6

3.4 Uら~ 中ソ :3.2 り圃612

3.5 6、)・tqJ 0.626 

2.1 ;).U 0.413 

11.9 

12.7 

12.1 

13.6 400 

10 



第 2.i'iii I:lj土遺物

6.1 0.457 43.6 25.50 

J
什.月
i ().;lb:! 30.5 270 

一一
;3.1 i 3.7 0.411 29.8 360 

1.6 5.3 リ 33.6 :)40 

乙1 5.3 3i.4 340 

3.6 I 8.1 I 3.6 0.596 26.5 31.5 

3.9 0.444 28.9 JつJつO

3.8 OA88 30.4 hつdtQj.‘ぇIo 

:'L9 O.九00 30.5 31.50 

3.3 I 5.2 3.8 0.:i91 28.6 400 

3.1 I 5.1 3.5 0.3tl9 26.7 J円O戸口

2.0 I 6.2 3.2 0.517 26.7 :=)60 

1.1 5.6 0.505 40.5 260 

ソり 6.0 d'J .rt 7 0.465 ム53O0‘ヴi 34.50 

3.0 7.4 
ι一一一

2.9 6.0 

:i.0 i 5.7 

13.0 7~4 
L一一一}

13.0 ふり

11.6 7.4 
一
13.4 (.わ

13.6 I 7.6 3.4 仏558 25.0 280 

わ.ち 0.523 26.2 380 

32.0 240 

25.4 36.50 

22.7 38.50 

31] 



第4.4f: 調査の記録

第17表墨書土器法量一覧-3

13.9 I 8.8 I 2.9 I 0.633 20.7 d つ50

1 2.7 i 6 . S ! :-l. (i () . S 12 28.3 

13.4 6.0 4.0 0.448 29.9 32.5口

9.3 3.1 4.9 0.333 52.7 25.50 

4.1 0.453 38.7 270 

3.9 0.430 39.0 310 

12.2 5.4 

l1.o 5.3 

回転糸 11.5 

杯 回転糸 113.9 

杯 回転糸 i 14.6 

5. 木製品(第179~ 195図、第18~20表、図版186"-191)

主に!日河川|から出土したもので、加工痕のある小さな部材や板材を合わせると総数は1，553 

点を数える。木製品は!日河川iから出土しており、水流による撹乱が激しく、伴出遺物から時代

きるものはないが、製作技法や形態から製作時期を推定できたものである。加工痕の

1へ 6は工具で、 1・2

されたものである。 3

きるものは数少なく、図手したものは95点にすぎない。

、小物の製品に漆を塗る

る。 4‘5は木針かと思われる。 5は断面形が円形で、上部

るものである。れま模である。 7・8は農具で7は一木鋤、

で 9~1lは柄で、れま鎌柄で、 12は席編みなどに用よら.れた

あ J
も

υ

V<二+内六

氏

もので、

る。 20~22{主連歯下駄である。 23は横

関iである。

、 24~27'30・33は漆皿、 28・29・31・32は漆椀である。 27はほぼ完形で内外に

く。 34~67も容器の曲物で、 34は円形曲物、 35は柄の取れた出物柄杓で、 S E067 

から出土した。 36は円形曲物で、 37は楕円形曲物である。 37~63は容器の部分で、曲物・折敷・

る。 39~43、 45~48は折敷で、 る。 56~63は底板である。 64
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第167図
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第 4章調査の記録

-314 -

← A__ 

/" 

5cm 
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169図文字資料 3
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第 4空調去の記録
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第4章調査の記録
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第4章調査の記録

翠謹霊長
109 

かじ
115 

121 

~ "" 
ι 

ヨ
U
41よ

凶
騒
騒
内

UU¥ 

i問題 10 

内
/
“つ山

円
、

υ

(くふ

(UV 
126 

G 



128 129 

~一一~

¥);// 

130 

/~-一一~

斗 1

177図
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第 4章調査の記緑

¥ 
¥ 

78盟

324 

142 

告 10cm 

12 



2節 /I¥j二j立物

ヘ 67~土形態はそ;れぞれ異る Lt ある。 G9~83は

ィリ、る。 84~ 

で69-~

ト， -て戸、

子Lに

.91 は

80~ 

84 87~ /ご

、93， し!日ヴ
Ic..、;r-);jl~む。

註 i 秋田県教育委 r 198~; (昭和王F)

註 2 秋田市教育委民会 i 地球団B遺跡Jn大田市新/京市間売整備事業関係埋蔵文化財発掘調室報保吉』
1980 (fii3fn01年)

口
Z
U

H
守口石乃FL 

U
 

一訂 i乙史遺跡寸は剥器とし ζ12点、地長田B遺跡、では鋸南詰石器として C)点

が掲載されており、本遺跡のものと形状やアスブプノL トの付着位置及び刃部は全く類似する。{出の類

例を:し検討する必要があるものと考えら，:[Lるが、 3遺跡のiJ¥士!:器(縄丈時代晩J:ljト弥生時代)を見て

出現l号叫が隈宅さる石iE?となる可能性

討 4 手取清水遺跡げi土木簡の捜部きについて11iU1r:jiJ;イ;間研究第iり号に報告したが、縦案の部合でこの木簡

の釈立を割愛Lた。主た、若下の修正もあるので本報告をもって木簡研究の補足と L/でし、c

註 5 高橋 j，f;大田県内出士:の墨書土器集成[i秋田県理i読τ主化財センター研究紀理』第 1

1986(昭和61年)

註 6 秋田県教育委員会弘田相lt跡調査事務所 「払田柵跡I一政庁跡 J 秋田県文化財吉松報告書

第p')集 1985(昭和60年)

註 7 筑波大学 山田昌久j王の街l教去による。
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第2節出土遺物
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第4章調査の記録
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第 4章調査の記緑
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禎， 1節花粉分析

5章 自然科学的分析

第 1節花粉分析

秋田県手取清水遺跡の花粉化石

i はじめに

り金11青山地西側の中山丘陵地の北西約 2 る。この

付近は横手低地と呼ばれる(秋出県、 1 。これら低地には埋没段丘面があり、中山丘陵地を

ル よりなる。 G士一恵 ザァパ〆 λ...;k;<--戸、々、

期に形成され立)1 1976)。手取清水はGt胆

。
『

'
h
v

自然科学分析は、テフラ対比に基づき花粉{ヒ五及

った。ここでは、手取清水遺跡の花粉化石群集と

九，L
 
たす戸二ムー可/お

ーァ

心 。

2 地震・麗序概略

S L323・SL 3240) 2 った(第1961主l)。以下に分析地点の柱状コア

る。ここ-c(主、 る。

( 1) S L 

に

υ、工一fFコ
川医柱

。
ザ心ヲし

3
7
4
 

s
J
1
〔
」 さh

一，
/~) U て、 砂は中

で砂は粗~極粗粒砂、礁は小磯~中陳(2~40凹)の

同一血

、30mmの流紋岩の亜

三一白
」ケ一

し、 1~ 2 mmの

福
間 。G

C地点の東側約 1m 

よりなり

よりなり、褐鉄

り、この地点での 6

つ47





3 14層では、

;{L-てし、心。

(2) S L 

長(」 出ニとしていなし jトJ、I亡、ノ
ーfU l匂'_)、、

第 l主主 花粉芳折

ら中世と さ宝

S L323の・5 .B ;) 111 し、る。大きくは 1・2金 3

に区分される。 3層は主として よりなる。 3a 3 c 

r戸、~!ぞブ，_コ_.-:;:;0 シペノトよりなるo 2 -c 

層には灰 色火山bえ(2 b層} 1
G
 

九
y

}
1
0
 

円
/
}

。
?
(
》 a 

である。 1属は、 シノl 1、
。
γhv 

じ

円
.) よりなり、灰白色の とlU~3りi胞の{諜よりなる。 2 d 

勺
ι4 
c広喜 Jキ
パ当 k点、 5号 ト t、-1--
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、
h

リ

シルートよりなり、主IJ
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つまり 2 b層
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。
ザ
ム
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3 シノレト j箆じりの 岳
山
よ

ア二、 v コ
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第 1節花粉分析

ヰ

よる花粉組成の歪を無くすためプレ した。 しか

し、 タ， (' 》〆、、

しよニ。この間に出現した全ての

くできなL、試t初:ちし、ため複数のブレ rミヲート

の{回数をF沼21夫-

料、からハンノキ 、fこJ里由には 2つ

ある。 1つは、パンノキ

つくるハンノキに由来寸るものと考えられ、そ

ぐため、もう iつは、秋山県の{民地において

よりなり、おそらく八ンノキ

戸より地域的要素が曲されるの

されてL、るが、それ

とある し、地境的広がりを検討するためである。

しずこ。

-胞

子は、

Lt二 Pi¥_L.MY

に怜管してある(図版192--1叫)。

これら iノオーラポ

つレパ弓ート

る。とくにl1J.. -- 1 

i'l.' B て多ぐいまた、

しく多い。 c地点も

も多く含まれてい

・炭i十とも多い。

( 1) A. B 

A.B 

行ったが、出現傾向か

考えられる。

AB-I.rr.盟:帯とする。

AB-I帯(B地点No.l6-19，A地点No.7-11):コナラ

る。 B地点では 2 d層の最下部のみ分析を

した変化として捉えても と

り

し

ト

ム

き、 3

ス より特徴

AB 1 られる。 トチノ の

a (B地点No.l6-19)は、 トチノキ

くなる。他に、ブナ・グリ

し、 グノレミ属も 1b 

-胞子は、

より

前後と る。その内ではイネ科・カヤツリグサー科・ヨモ

( _A地点No.7-11i ~土、 トチノ

くなる。 他にハンノキ属が高率に出現する。

L、イネ1"1ーカヤツ 1)グサ手qーヨモキJ，Eg，'シ

なり、逆にスギーブナの

1 a ifIi帯とほ

とツ 1)フネソウ属・セ 1)科から

し、o 1 b 

なるo

A B -I[帯(地点No.2-6).ス ることにより特徴づけhられる。

ぴ) くなる。また、ブザーは I楕より くなる。 ノ、ンノ

属一寸

λ
U
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花粉分析第 l節

A.BeC地点の樹木花粉化石の組成表第21
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第 l節花粉分析

第22表 A ・巴・ c地点、の革本花粉@抱子化石の組成表 (第21表のつづき)

和 洲A7口 ~ 名
2 3、 7 s 10 11 16 17 18 19 5 岬I 11 

革本
ガマ農 Typha. 
ヒノレムシロ底 Potamogeton 
サジオモダカ農 ALisma. 
オモダカ罵 5αgittαria. 7 7 20 7 2 
ミズオオバコ罵ースアタ麗 Ottelia.岨 Blyxa. 3 
イネ科 Graminea色 410 259 218 158 78 29 12 14 28 28 7 40 52 12 19 :162 257 226 161 89 s 33 12 
カヤツリグサ科 Cyperaceae 25 7 20 7 32 30 10 3 勺 g - 3 12 11 12 30 32 23 22 20 l 4倫 3 

ミズバシ::::ウ底近盟諸 cf. Lysich.iton 嶋 - 唱 町 ー ー .嶋 明 - 司 l 3 
ホシクサj翼 Eriocalllon 申 申 由 告 つ

ツユクサj翼 Co問問lina
イポクサ麗 Aneilenぉ

ミズアオイ麗 !fonochoria 4 
ギポウシ属 Hosta 

世のユリ科 o ther Liliaceae 
クワ科 Moraceae 自 7 司E 13 14 3 、 3 4 7 7 2 
ギシギシ鷹 Rllme.x 『

旬? 鴫

ミコマヒキ麗 Polygoπなm sect. Tovara 
サナエタヂ盟ーウナギツカミ錯 Polygon江m sect. ?ersicaria崎三chinocaulon 4 4 2 7 b ウ

イタ Fl}宝章 Polygonllm sect. Reynoutria 
ソバ鹿 Fagopyrum 噛 1 1 骨 噌 咽鯵 曲 - 四 ー - @ 自 3 2 ウ~ 2 
アカザ蒋 Chenopodiaceae l 2 g 4 l ウ ー ー車 a 幽 a事 欄 ' 5 3 3 10 11 
ナヂシコ科 Caryophyllaceae う - '輔ラ よ 暢 岨 早

‘ー - .惟 - 嶋 - 4 ム宅 - Z 
カラマツソウj翼 Thalicす?なm 句 ウ ウ 3 m 2 l 幽 - 嶋 3 内J 3 つ信

_ 
l 4 

恨のキンポウケ蒋 other Ranunculaceae 品 略 - 曲 噂 申 司 ー 申 - 暢 噌嘗 幽 ー - .胸 1 

タケニグサ鹿 !facl eayα 
アプラナ科 Crucifera母 10 7 ウ

キジムシ口底近虫撞 c三.Potentilla 
ワレモニウ属 SαnglltSori::Jα 7 3 4 
世のバラ科 Rosるceae l 
ソラマメ墨 Vicia: 
ア丈キ底 A之江kiα
地のマメ科 othξr Leguminos主主会 う ヲー

フウロソウ農 Gerani弘吉1
ツリフネソウ属 Imp包ti.ens 由 2 s 
キカシグサ底 Rotαla. l 
アリノトウグサ鹿 Hαlorαgis 37 7 嶋 曲 締 ー - .惨 .抱 句駒 帽 帰 眉 帽 2 5 4 
フサモj草 Myriophyll um 司 回 - 明 棉 a冒 明 四 叩 剛 司抱 - 備 - - - 調 l 
セリ科 Umbelliierae 14 《、2 叩 4 4 a 2 3 胃事 ー 輔砂 - .働 i a 4 3 11 7 4 a 
I}ンFウi草 Geπtiαnα 
ネナシカズラ麓 CllSCUta: 
シソ科 Labiatae 
;;tオパニ農 Plαntαgo 19 10 
オミナニシj翼 Pαtrinia. 
ゴキ、ブjしl3i. Actinostel1盟理 - 申 -岨 2 
スズメウリj翼 ifeloth.ria 幅 国 岨 四

ホタルプクロ患喜一ツリガネニンジン麗 Campa.nllla.輔 Adenophora. ー 司 司 曲 司s・ 申 岨 幽 帽 - - i a酷 鳴 - 唱 唖 幽 岬 - 司 l 1 
ヨモギj翼 Artel言lSla 52 81 97 94 14 37 25 29 5 時

1‘2 lS 13 14 214 239 217 190 153 32 12 5 
也のキク聾科 other Tubulif10ra 8 s 4 3 2 l - l 司 ー 司 2 .験 10 3 5 7 3 6 2S 
タンポポ重科 Liguliilora 24 7 3 l 曲

_ 
l 時 由 由 曲 帽 司 岨 . 3 ヨ 9 5 3 

-・・・周回ー-・・・・・凶E・・・・..  陶圃・・・・・・・眠・・鵬司..則自陣・歯罵・・雌出・咽・・・・・・・ー・幽剖固司信組・4・a圃咽胃_.噸---跡.嶋閤咽明隅田桐聞萌._-~崎--・‘明白喧盤a・調白血._咽旬橿・・・E・・・園・・明白圃・聞--曲・園周島帽膚_.岡田・・・・冒岨刷岡匝岨園周同島割圃幽帥.‘嗣・・回包'司国噂・a・・凋駒繊.. 闘抱陣開暢錘盤.帽司側副.. 鳳盟国h・・副幽同司-司網園署歯周司幽邸世屠謂_姐園陸・・歯車・8剛直.-・・・ー・唱冨掴・制帽司・・園・・・圏直，唱E罵._・・・・帽幽・・・-・聞輔..  側諸..胸・・田園齢・岡島酬-帽盟副・圃軍国'--・鋼惨叫斡思・皇国..  幽a・・・・回四回量魁揮早唖ヨ..回調.，雇・崎信・・幅値除.盤・・制覇・醐慣咽耐幽・4・‘・e・・幅高唱-唾図鑑包幽回路抽‘鐘.・附B ・略司晶司幽喝担喝噂曜罵巴，嘱昌2・h嶋田冨首暢E冒z・昌晴副書喝.鴎事寝耳窃喧-蝿回目醜..亘担揮官嶋田B哩--噌.-電-‘--掴・a昆虫盤国諸蹴司旬・-・事￥湿2・4頃司.-調'噌冨窃量-司・眠盟植・幽盟副‘-・a剛闘・圃置掴・柑--蝿・・E司副島幽嗣四・哩幽園島‘筒福島幽園酒色輔歯固S掴-喝箇血・嚇開盟国'同盟国'帽歯掴唱噂園町‘-‘--同島曜盤椙B司敵"・・晒a・・車問勘曙-哩佳昭剖嶋崎副院・幽幽個圃岡崎'蝿明田・・幽陪E咽幽岨・咽・・._-駒..制帽.喝-・咽明刷..  岡嶋.島唄・・・・嗣偶..嶋.輸咽開国.唱司副

シダ類
ヒカゲノカズラ箆 Lycopodiμm 4 
ゼンマイl翼 OSl1ll!.ndα l 5 3 2 3 12 41 s 制 噂 4 2 3 1 l 1 l 曲 3 l 
也のシヂ誠意子 other Pteridophyta 73 66 38 26 180 63 ::11 66 11 87 72 四75 39 18 20 135 92 80 66 25 112 4 liS 
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第5章 自京科学的日、析

密

らなる河辺林が)11沿い

キ湿地林が形成さ

スギ林の時代(AB 立、 C-1I) 

(斜線はtil{J~}j 1 00 111以上を-:OJミず)

日:令と し、そこにはノ、ンノ

周囲にはスギがかなり Ltこものと

えらjLる。ス /;.) 0 、ig;:f;患におし，ては

マネイ

してし、ることなどから、

と係わりのいソ

あろう。また、人
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秋田県低地の完新世僚半の花粉群集につl、ては、すでに辻(1981)が比較検討してし、る。それ

によると下位より帯(上限は約2，700ないし2，000年前頃)、 Cryp-

tomeria-Fagus-Quercus荷(上限は約1，000年前八 Pinus帯の 3地域花粉帯を区分している(図
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第 5章 自然科学的分析
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( 3) C j也J点-Cv土、 、J
ど、、 らブロ y グとして分析

一弘、
/c_凸

11 

グサ宇iーも

も し、。もーっとも多いのは、カラムシ属で、カヤツ 1)

心。 く、コナラ、コブシ、 トチノキ、タラノ

る。

( 4) S K156では、

、次にトポウ

あった。もっとも多いのはキュウ 1)議メロン仲

グミ属も多く、ほかは、グリ、モモ、マタ

タビ、 タラノエヤ、力、~才ズミ、 ノイネ、 カヤツリ あっfこO

( 5 )トJH 71 3-a-1コ層 ど、カヤツリグ

ツリフネソウ、クワグサのみで、ある。 ミ トチノキ

く、ク 1)の破片も多い。サワシパ、コナラ、キハダ、イタヤカエデ、ニワトコも多く、

の ブト、ウ属、サノ1-ナシ¥マタタビも る。

3 大裂植物遺体群集からみた古議生 (iヨ版195~197) 

と違1.'"風により
ふ守よ ザ~ 1 
kご，fl./;) '-ζ ある。また、河

川など水により、 と

~}o 、付近に山間部からの河川 可"Q 刀λ、 したところでは、

それほ

してし、ると

られなかった。従って、ほぼ試料採取地点の周辺の植生を反映

るが、 トチノキ、イタヤカ斗デ、十}ワシ/

r::1::J心に、クリ、コナラ、キハ

キ、ガマズミ、そして、それら

る。周辺には、ウル ニワトコ、タラノ

ブ、 ト苅ウ ノレサー タタピ、ブ

ってし、Fこ -， 
Q 

r:. .j】 J♂民
vコイし /'-0

しにくし ったか、或は、いっ したものがなんらかの

しfこものかも知れない。

し、 根などが古代の堆積物は、 して

している G イネ

されることから、この対也点域はす

と盟、われる

し、た

る くなくなってしまうのは、それらが伐採される

してし、ったことを示すのかも知れない。

さて、 るSK156であるが、ザクロソウ、カタパミ、ホタルイ

カヤツリグ のぞき、 られる
'cr 

Q。

368 



な塊がみられるため、前述の植物は、
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ら
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第2節大規植物遺体分析

a ~ニ (S K 

jをさ{し} 11話nn J撃さ{す} し/WW/T 長さ{t，} 1I誌n;l) 揮さ(1')し/WW/T 

28.85 25.80 29.05 1.12 0.89 31.85 27.00 28.90 !.IB 0.93 
28.10 24.30 27.35 1.16 0.89 27.GO 26.20 28.40 1.05 O.号2
28.10 27.26 30.00 1.03 0.91 28.85 29.10 3i.05 0.9雪 0.94
29，00 26.26 29.66 1.10 0.89 39.75 32.75 35.30 1.21 0.93 
211. 50 26.05 27.60 1.09 0.9'1 29.20 26.65 213. 55 1.1O O.号3
26.60 23.70 26φ80 ! .08 0.88 39.85 33.15 24.30 1.20 1吾36
28，86 27，85 29.26 1.0~ 0.95 29畢80 29.50 32.55 1.01 O.宮i
2号.!O 27.00 2号.65 1.08 0，91 29.20 28.40 30.90 1.03 0.92 
29.70 27.50 30.76 i.OB 0.89 :)0 .40 2雪.15 31曇宮5 i臨む4 0.91 
33.05 21L 75 27.05 1~24 0事99 42.80 27.50 2宮.05 1 56 O.号5
27，36 26~ 号。 29，66 i舎02 O. 9 i 33，gG 28寺00 27与35 i忌2ii手02
28.55 25. .16 28，95 Ll2 0.88 31.10 2S~3() 31.80 1.10 0.89 
30.00 27.86 28.30 i .08 0.98 29.60 28. i 0 29.56 1.06 0.95 
28.40 25.90 29.30 1.10 0.88 30.75 27.85 33.30 1.10 0.81 
27.46 22事号。 26，65 1.20 0.86 29. ! 5 28.25 32.20 1.03 0.88 
35.60 27.40 2苦手70 1.30 0，92 30，30 28.85 32.30 ! .06 0.89 
28.05 25.吉S 2iL45 i .08 0.9 i 3G.20 2!L 40 27.70 i.23 1.06 
27.80 26.70 26，70 1，04 !. 00 28.10 27，G6 3! .60 ! .02 0き88
29.90 20.B5 31.05 i.ll 0.86 29.20 26.80 30.25 1.09 0.89 
33，10 27i70 25.40 1.1号 LO号 28.00 26.00 29.55 i..08 0.88 
30.00 27.16 30.20 1.10 0.90 30.50 26.35 29.35 1.16・0.90
28量90 26.55 27.80 1.08 0.96 29‘20 2L30 28.35 1.20 O.fHi 
27.70 26.05 28.10 1. Ou 0.9:1 30，75 26.75 28.65 1.15 O.雪3
28.30 27.00 28.95 i‘Ofi 0.93 31.40 27.60 30.15 ! . !" 0.92 
28‘70 21.10 26.60 i.3G 0.79 30.60 27.90 30.00 i.iO 0.93 
30.15 25.65 29.号5 1，18 0.85 27.00 27.00 28.80 LOO 0.94 
30，30 26.50 30.55 1.11 0.87 29.40 26.80 30.20 i.!0 0.89 
26.30 23~2 む 25.言。 1.13 {).言。 37!20 31歪むG 33.10 1.20 0.94 
28.05 27.35 29.80 1.03 0.92 33.80 25.20 28.60 L3~ 0.88 
29.30 24~20 27冨君。 1.21 0.87 3，i.IjO 27.80 28.10 1.24 0.99 
25.50 23.90 25.00 j ，07 0.96 33.30 2 9.1 0 27.55 1.1'I 1.06 
29.65 27.05 29.10 Ll0 0.93 36.60 28.40 2吉.25 i.2宮 O.ヲ7
29.20 28.90 32.55 1.01 0宮B!J 31. 80 26.85 25.35 L 18 i. 06 
28.25 27.80 32.00 1.02 0.87 31.65 26. i 0 28.70 i.33 u.9i 
26.!J0 25: -10 2B~05 j ~ 06 O. g! 33.50 29.45 27.50 i. j -4 i .07 
28，30 25.30 29舎20 1.12 {)冒87 39.10 30.55 21L 45 1.28 i.07 
30.70 26.76 2!)' 70 l.i5 0.90 :15.20 26.75 27.00 1 .32 0.99 
26畢45 26.80 30.70 。事告号 0.87 ~ì7. 00 27.00 25. i5 i .37 1.07 
34.70 27昏50 2G.50 1.26 i事01 38.00 2号.80 27会55 1.28 1.08 
30.25 28. iむ ::1 i. 80 1.08 0.8fl :lL90 24.80 25.45 i.29 0.97 
27.40 26.40 28.55 1.0rl 0.92 37$70 23各50 31 ~ 00 1.32 0=92 
24.90 22.50 25.25 L 11 0事80 37.00 30‘00 27 .15 L23 1.08 
27.45 25.00 27.45 L10 0'.91 31. 85 25.10 2~.40 1.27 1会03
27季85 26.60 2!L言。 1. 05 0.92 35 ~ 10 28.65 27.20 1.23 1.05 
29.55 25.45 27.40 1.17 0.93 36.00 27.4む 29.66 j .31 ().吉3
34.80 29.56 27.80 1.17 1.07 35.tlO 27.00 27.95 1.31 0.97 
27.30 2tl.35 27.80 1.12 0.88 36.55 27.85 29.65 1.310.94 
25.70 23.20 26.70 1 ~ 11 ，0 ~ a 7 35.60 28.110 31.50 i.25 0.90 
27.00 24.50 21.00 j， iO 0.9i 33.90 27.10 26.15 1.25 1.04 
29.30 26.70 27.20 1.10 0.98 36.00 30.30 27.00 1.19 1.12 
28.50 25.80 28.00 1. j 0 0.92 35.25 27.90 27‘05 i.26 L03 
27.06 25.80 27.35 i .05 0.91 31.35 26.66 24.45 i .29 1.09 
28.56 25.60 27.20 l.i2 O.!H 30.90 26.20 25.60 1.18 1.02 
26.85 28.10 27.00 0.96 1.01 32.10 28.20 28.55 1.14 0.99 
26.00 24.45 26.95 1.06 0.9~ 
27.85 25.70 28.06 1.08 0.92 
31. 26 26.90 29.10 1.21 0.89 
3L 50 30.70 31. 20 1.12 O.!JB 
31.16 26.70 30.00 1.17 0.119 
27.80 26.96 31.26 1.03 0，86 
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第 5京 自然科学的分析

b 

長さ(1 ~ ) I!長uo J享さぐi・} 上/WV!/T 長さ(! ~ ) ivffi {引淳さ{す}し/官官/T

28.80 27.20 28.95 .06 0.9.1 33.20 27.55 25.00 .21 L 10 
3!.60 21与さG 29.15 1.1-1 0.95 32.10 30.00 29.，10 1.07 1.02 
26盆75 26.05 29.00 i .03 0.90 28.55 25.25 26.45 1，09 0.99 
:n .35 26.6[1 29.44 1.i8 0.91 27砂50 25.40 25.56 1.08 0零99
32.00 2雪害20 29‘76 1.10 合.98 35.20 28o 0 27.30 1.25 1.03 
35 f 1合 26.80 26~35 1 31 量会5 30さ50 30否65 30.96 1.00 0.9雲
27.70 25.70 26舎35 1~08 u:DB 36. i 0 27.35 27.70 .28 0，99 
33.90 28吾60 28= 16 1: 1 9 i 与 V~ 32喝さG 2 G ~ 15 29:00 i写26 Oi90 
29霊25 25.25 ~O 窃?会 1~15 0:95 33.30 24.15 21，76 i舎38 1011 
30.85 26.80 2f.lb50 1. i 5 0.9.1 32=25 26吾。 29吾85 1.24 0.B7 
30.90 29.65 28.06 .01 i霊06 ~]2~95 28包 15 27.50 1 = 11 1.02 
29.30 26.10 27.16 1.1 0.93 36.00 29.90 28.35 i.20 1.06 
34.26 30.80 25.50 1. 1 .2 ! 21.台。 8.50 27.10 0，151 1.06 
21L 25 26.85 25，50 !. 05 ~05 32..40 2，:1 ~ 00 2-1 ~ 36 1.36 0.99 
32.30 26，95 25倉80 1. 20 1.0.1 t..u..uD 27. .15 27.95 会.93 0倉98
33，80 28.30 29.55 ~19 0.90 3G~20 2fL 05 27~~10 1. 29 1.02 
35.70 25.75 29:26 i.33 む.91 21.10 26阜50 23，20 。者92 f量14
32.00 31曾30 30，40 .02 1 = 03 3G s i o 27，，65 27.30 1. 09 1.01 
30.00 2き.16 31竪45 1，03 O. !:J:i 30.50 28，75 26.50 1.06 1. 08 
30.70 25.10 26.55 :94 40.70 30，，95 2iL 85 i尋32 L07 
26.60 26.70 26事。。 .00 .0:) 32.55 27.05 29.25 1.20 0.92 
33.60 2ラ.16 2き.20 I . ! 5 1.00 31. 'IO 27.00 29.25 1.27 0，92 
27. i 5 26.35 26.00 L 01 1.03 31. 05 立7.BO 26.30 1. 22 1. 06 
33.20 29.65 27，00 1.12 ! .10 32 .65 28.70 27.85 L 14 1.03 
35.25 28.30 28.60 1.26 0.99 37~G5 29 ~ 16 ，O.JO 1.29 1.15 
32.10 2き-25 27~05 1.! U !" 08 32.10 3i. 35 29.30 1. 02 1. 07 
32.65 21.45 27，80 L!!} 0.99 21.45 24.55 24.20 1. 12 1.01 
30&05 26.00 25.35 1. 35 i. 03 42.10 21. i 5 24.00 1. 55 1.13 
3・!，05 30e70 29.65 1 * 11 I = 04 37:70 28$85 29笛05 1.32 u.99 
24，75 28.70 25.45 0.36 .13 43.00 30傘90 31.96 1.39 0.97 
33.45 28=35 29r40 l~ 16 0禽98 ~1. 10 2B I 30 26.1 {) 1.21 1. 08 
3s. i fi 29.1 fi :n，3fi ! = 24 0ゐ93 37.唱。 27‘5合 25~86 1，35 1.06 
:30.JO 26.30 25，00 i&is i. 05 37 ，， ~jO 25.50 26.20 1. 41 1. 01 
33.05 29.90 27.70 1. 11 LOB 38必50 27.95 25.40 1 '，，1 1.10 
32事65 30盤。。 27.35 J ~ on ifi 35~05 26盤。。 25.35 事35 !.03 
35.35 31. 20 3i .00 i盆 J i差。t 32.00 28.35 3 会 ~25 1，13 0.94 
'10; 10 31. 65 30.55 1.27 1.01 32.45 2G.15 23‘10 .24 L 13 
34 eラ5 29220 29" 曹主 z己z i昔20 "Ou 28~80 28;00 ;!b雪 Ub 1.03 1 = 07 
37.言§ 30.46 31.95 j ..，長 0..95 3i2is 2雪.55 3む.i5 1.05 0.96 
36.40 1.05 25.85 1: 17 1.20 38.15 28.55 26霊35 1 " 3 ~1 1.08 
31.55 .25 25.70 1.25 0.98 31.30 23，55 23.00 ~33 1.02 
36.65 31. 46 3 ，60 1.17 .00 35.90 30.46 28舎10 L 13 i宅08
36.96 30.80 32.00 J .20 0命96 33.40 26.60 21.10 1. 26 ⑫0.96 
30.30 21鷹65 27.86 1. 0 0:99 32. 5 27会05 26幸35 ~ 1き 1. 03 
33=30 28~4û 32事75 1，. i 7 0亨87 38，.15 26，，50 29.00 1~44 O~91 
32.90 26.90 28.70 1.22 0.94 31.65 21:1.35 26.05 1.11 1. 09 
38.85 31. 20 30.75 1. 25 .01 33.15 25.45 26.00 i.30 0.98 
30.90 29.05 26‘20 1.むら .11 
38.50 30.00 29.35 .28 .02 
29.30 27.30 25.05 .07 .09 
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第M'i f町家分析
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第5章 自然科学的分析

できたので、炭化物をガーゼを敷L、た金網で漉し、自

たところ、炭化材片の他に、イネ、マメな

た。イネと小粒種子は、表皮細胞な

を行った。

一方、沈殿物の方は、るつぼにいれて、

させてのち、実体顕微鏡で観察し

と忠われる小粒種子が検出され

させ、光学顕微鏡で灰像を観察し

?、二一口

ヰ結果

各試料からの結果は、第28去に示した。

水洗選;，ij!Jされた種子の比較的状態のよいものを実体顕徴鏡写真で示した(1 a 、2a 、 3a 、

4 a、 5a、6a )。もっとも多いのはイネで、籾付きのもあれば籾のとれているものもある。

走査型電子顕微鏡によりイネの籾の部分や玄米の状態の表面の耕造が確認されたが、

どの麦類は確認されなかった。{直に小豆かと思われる豆粒が若干認められた。小粒の種子

は、イネ千:[の雑穀と思われるものが比較的多く存在する。こ;{Lら

;，ij!Jが国難であるが、粒を覆ってし、る外穎や内穎が残存しており、走査型電子顕徴鏡により、き

わめて長い側枝をもっ長細胞が観察され、ヒエと判断されるものが多く、ほとんどの試料で見

し、だされてし、る。ヒエの穎に特徴的な表茂細胞は灰像でも見いだされている。アワは乳頭突起

の るii'、 4でのみ確認された。そのほかに‘わらじ状細胞'で特徴づけら

れるシソ科のシソと思われるものが試料6から見いだされている。

沈般物の方は、光学顕徴鏡での観察により、稲籾や稲葉の灰{象に類担した灰像が検出され、

灰の主体は稲の籾と

された口

ると判断されるが、前述のようにヒエの穎に特徴的な灰像も見いだ

5 おわりに

された炭化粒と沈殿Lた灰の灰像を総合すると試料の中身は、イ もっとも多

く、穀粒ではイネ、ヒエの籾付

L、る。炭化したイネやヒニヘアワな

されノていたものと考えられる。 4

そのほかにアズキに似、た豆、シソが合兵れて

したままのものなので、

うち SK252は、イネとヒエのみであるが、他

0):3 

149ではシソ

敷物か、あるし

イネ、ヒエの他に、 SX084ではアワ、 SK138ではマメ類(アズキ?)、 SX

られる稲葉の灰像は、藁で編んだござのような

ようなものを意味するのであろうか。(松主主暁子)
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第3節 j災保分析

第28衰 芋翠潜水遺跡出土(J)反かも挨出された渓{象と炭化謹子

E夏最

5-1む i |イJ字、 〈ヒエ?) イネワラ

~可旬h、、

SK252115-201 2 イJ手、ヒエ イネワラ

イネモミ

2 1 -2 2 I 3 イネ、 ヒコニ イネモミ

イネワラ

SX0841 24 4 イネ~アワ イネモミ

イネワラ

エ

SK138 s 5 lイネヒエー ネワラ

SX149 
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第三室 内然干'1''}':I'j守分析

文献

iJ~rl定子 (1CJSS) :電子顕微競でλる縄文H引にの段培植物 {tセヰ'1克明.t::r':ILi干IJ夫編i畑作文化誕生j 第 3

日本快送出版協会

渡辺読経(1981):遺跡の!i)(カ・ら穀物を保;;:) !y((象による鑑別 「考合学のための化学]0章 iI在京 大学

LI¥r阪会.

明

i皇室 23i三252-1か さ よ

子(ヒコニ?)

(ヒェ?i

さ よ
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第3節 !疋{象分析

kのJ広大半昆:ヒエ

拐版200 喜長252-3か

、側枝をもっ細胞が認められる

よ

a 水洗選Jjljさ

b 

C 

d

一

-
z
G
f

4
-
d
e
f
g
 

と小さ られる

h 17弓

られる

.側面の細胞のfs.U枝はと斗でも短くキピやアワとま戸らわしし

っていないがと

fア1

111 1 

密接201 S X084方1ら検出さ

られる

L 

ck. 

a 

仁

せ

ヒ 水洗選別

f e 

とnつ f 

れる

子(籾の付著したff8)

られ、ア 1]と
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第 5主主 自然科学的分析

kの拡大写真

図版202 S民138;6¥ら検出された灰像の顕微鏡写真と炭化粒の実体顕微鏡写真および走査型電

子顕徴鍍写真

a 水洗選別さ

b 検出された灰像:稲葉の灰{象に類似

c 水洗選別された炭化粒

マメ類の粒が認められる

真

さ

写

別

大
選

拡

洗

の

c

d

c

f

水

h

パ
u

e

r

I

σ

の

唖

hu

:ヒエの穎に類似の長い側技の細胞が認められる

m イネ科雑穀の穎破片の走査型電子顕徴鏡写真

n 111の上方破片拡大写真:ヒエの穎に特有の長い側校の細胞が認められる

図版203 S X 149カ¥0検出された灰像の顕微鏡写真と炭化粒の実体顕微鏡写真および走査型電

子顕教鏡写真

a 水洗選7JJjされた炭化粒の実体顕微鏡写真

b 検出された灰像:稲籾の灰像に類似

C (籾の村着L

d c 

正三 仁

f 水洗選別さ

g f 

れる

h 号Ijの

とれた状態の細胞に特有のジクザ、ク状の細胞が認めら

:ヒエの穎に特有の細胞が認められる

k 水洗選別された小型炭化粒

k 

と 4オフらじ状細胞'が認められる
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第4節火山灰分析

られる

11 mりザムフて与呉:‘わらじ状細胞'が認められる

第4節火山灰分析

手取清水遺跡の平安時代テフラ

i はじめに

東北地方の奈良~平安時代の遺跡より、しばしば検出される白色シ!~-ト留テブラ

の層序や、遺跡間の対比の指壊として重要な鍵躍である。これらのテフラについては、数多く

の研究があり、その噴出年代、化学組成、屈折率等の資料が集まりつつあるが、テフラの対比

にあたり、大きく分け‘て 2つの考え方がある。 1つは、井上・山田(1982)に代表される考え方

であり、十和田、秋田焼山、及び栗駒山カ込ら噴出した4種のテフラから構成されるとするもの

である。他は、町田他0981， 1984)による 、こ;h_らのテフラt主、 テフラであり、

十和田カルデラから噴出した十和田 aテフラが東北のほぼ全域に分布するとし、う考え方であ

る。手取清水遺跡で検出されたテフヲは、これらの問題に相当するテフラであり、

は大きく、テフラの重鉱物組成、軽鉱物組成、ガラスの形態、屈折率等について分析をおこな

っT、二。

2 試料と方法

手取清水遺跡より検出されたテフラは、 るテフラ り、

しており、下る。テブラの上位の2a 分は2-b

c J警から

しピート中に}~々と

している。テフラ層は2cm程度のポーノレ状からレンズ

るが、場所にょうては、肉眼では、

料ーはこのテブラの密集Lノた部分よりサンプリングしたものを用いた。 竹桁行誌は、秤量峰、ホ

ットプレートにより乾燥し、これを再秤量し含水比を求めた。その後、 1 ~ 4 qJ (O.5~O. 

063mm)までの簡を 4枚重ねたものを使用し、流水下で謹式節分けを行う。凝集粒Tがなくな

り、シルト、粘土分により水が掲らなくなった後、 19， 2 

った。 3秒、 4件箭上の残涯については、水が渇らなくなるま

た後、乾燥・秤最し、比重2.95~こ調整した、テトラブロムエタンを用い

震鉱物、軽鉱物を乾燥・秤最後、重鉱物については磁石を用いて磁性分離し、

おこなっ

った。

し
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以上をあげて、
》
〈、

第4節火山灰分析

している火山灰が十和田 aテフヲであるとしている。

し、 -山田(982)では、 a) 十和田付近の粉状パミス

! J、さくならなし、。 blより粗粒なものがあり、

にかけて遺跡埋土中には粉状ノミミス されない。 c)テブラ中 地域別に変

化するo d)火山ガラスの状態が地域別に少

地域別に 4つのグループに区分される。

以上のことを根拠として、十和田 a火山灰、秋田焼山パミス、胆沢火山灰、灰白

っている。 引強磁性鉱物の科学組成が

している。

町田能(1981， 1984) と比較すると、十和田カルデラから

距離の金ヶ崎町西根遺跡でのテフラ ス一フカレr
一

る。ま7こ、十和田カルデラ付

近の迷ケ平の十和田aテフラと比較しても異なる(凶版参照)。火山ガラス 1. 505~ 1. 

509を示し rangeに偏りがあり、斜方輝石の屈折率(r)は、1.701---1“707と町田地(1981)の1.

706~1"708 と異なる。これらのことから、町田地(198 1， 1984)の-1"和田 aテフラには単純に同

されなし、。

また井上・山田(l982)の記載の 4グループのテフラとの対比は、重鉱物組成比、

ガラスの形態、 より、胆沢火山灰あるし、は灰 山灰に類似するが、火山カラ

スの屈折率の rangeが1.494'""-1.509と単一のテフラにLて 、こと、テフラのアイ

ソパックでは、両火山灰とも手取清水遺跡は範囲に含まれていなし ち'

G o 

以上のことから、今回の分析結果によって、どちらの見解が正しいかを述べることはできな

いが、少なくとも、ほぼ同じ時期に、明瞭な白色ガラス質テフヲが分布することは確かで、あ

り、秋田県内ぜtこおし、ては向ーのテフラについ しているものと られる。 フープ

ラも、秋田県内の比較的狭L

大久保

では、対比が可能であり、

山田;1983， 1986， 1987)では、
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一ブブ一アのら テフラと対比される(灰白色火山灰に対比されてし、る)。尚、

データーが少ないため灰白色火山灰、胆沢火山灰との比較ができない

tJ;、 より、混乱したテフヲの対比に関する根拠が明らかななるものと られ

でプ

ノ::;)。

なお、灰白色火山灰の噴出年代は、 9 世紀初頭~9 と されており "，11田，

1982)、こ

しない。
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7%と少なく、その内界はシソ

り、火山ガラスの形態ではスポンジ:1犬と

らの極めて類似していた。

られた火山灰は灰白色火山灰と同ーの火山灰と
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第ろ平 自然科学的分析

5節脂肪酸分析

手取清水遺跡遺構に残存する脂肪の分析

動植物を構成している タ，/ノミグ (炭水化物)およ (脂肪)

る。これらの生件成分はし、ろレろな単純な化学成分ダ きくなった高分子化

ある。それらは

の変化に対し

でL、る敏生物による

hr

号、
，p
、ー

もってし、るように，]，える

水分な してし、くだけでなく、土の

によコてもす解してしべ。これま

く限られた場所にすぎないと られてき7こO しか

し

貝塚などご

ら、出土遺物の有機成分の

てし、る

子守ノ

" 一、 ら してし、ることヵ:明らカ寸こなり、
3
1

一U

L
ナト、、4カ

μ1pd 

よ
J
"
1
.一カル一

寸

Qhc
 

rr」沼
、ぺf

-"c;) u 

L、成分をさ Lてし、る。 J
 

rv 
4々
」 サこよ

" よ される。このなかにそれぞれたくさんの脂質ク

弓ス がある。誘導脂質は脂肪の分解によって され、脂肪酸、ステロール、 フア!l-

コール、鎖炭化水素がこれに属する G 単純脂質にはグ J)セローノしと脂質酸の結合したトリグリ

セリ F-とジクリセリド¥ワックス、ステローノレと したステロールエステノしがあ

ーァ

~o どのように脂肪のなかに J) 合わ

さってできている。これら

が脂肪酸とステロ』ノLである。

脂肪酸には飽和型と

クラスのうち、 ともきわめて多いの

る不協和型がある。動物は炭素の数の多L、飽和脂肪酸、

物は不飽和脂肪酸を多くもつように、動?建物ごとに固有の脂肪酸をもっている。ステローノレに

つレても、動物性はコレスチロール、捕物性はシトステローノL、 ステロ-/L ，J-

し、うように動植物に屈有の特徴がある。このよう

して、これと った脂肪の化学組成を照合すること を

しようとることができる。この「残存脂肪分析法」を用し、て、

。
たJ

 
l
 

i 遺構試料

と される。そ し「一

地点を第206・207区i lおよひごNo.4 よ 試料No.2お

386 



脂肪階分析第5節

試料No.試料No.5試料No.:3 よひごよび:No.6 

した。
門

土壌試料の無機成分2 

遺跡遺構内土壌試料中の燐(p)

し、そ」ノ一Y
一，J / 

，ぇ
/
 

試料の分析は次のようにして行寸た。

う二ブロンビ¥ーカして有機物を分解、冷却後、製ルツポにとり、 5000C

( 3 : 1 )を加え、 200'Cで加熱分解。これ

より定量した。

し、

してかし、

P く利用されている Pの分布を第208国に示す。

し、5では0.03%と低LL力、っfニOも高くO.料No.7

p
i
 

ヱ一四他の試料と同様、その10分の l以下であった。

さJLる。100f音近い値で分布してし、るとき

る}一心vつ、P
I
 

1-¥ )--品、これら

には困難であった。

残存脂肪の抽出3 

メタノー/し(2 : 1 )混液を加え、超音波浴槽グロロホノレムgvこ3

り返して残存脂肪を抽出した。 得られた全抽出溶剤中で30分間処理する。

し、下クロロホノLム震と4分の lに1%塩化パリウム

して残存脂肪を分離した。腐のクロロホルム

。残存脂肪抽出量は平均0.0005%であっ

J... とも分析にし虫、し、
。
たつ、4

7

刀再出
'
S局
1
0
L
!て

ーし戸ニO

であった。

も多く、次Fグラブィーで分析し主ニOケイ

したトリグリセリト¥ステロールおよび長鎖炭化水素の11員にし、でグリセロールと

検出した。

残存脂肪の脂肪駿組成4 

ル分メタノえ、 125
0

C2 試料の残存脂肪に 5%メタノ

解によって生成した脂肪酸メチルエステノレをクロロホルムで分解し、ヘキサン エチノレエーテ

ガ、スグロマドグラフクロマドグラブィ
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第五主主 向子é:~fl''f:的分析

ィーで分析l♂て、プfスグロマト、グ、ヲブィ γァ
C") Lt二O

L丈こG

( i 8: 0 )、オレ

マ
dζ土 らi

のうち、パノ~ ~チン置を( 16: 0 i、パルミトレイン階( Hi: i )、ステア 1)

ノ (C 18: 1、 リ/-!L l黙(C18:引、アラキシン西空(C20: CJ )，二にイコガモ ( C20 

1 )、ベヘン熱(C22:引、ニL/Lシン酸( 22. 1 )、 リグノセ 1) ( 

1 )などi Au 

p
f卜

ヨ

ia)

Gを!守口、てし寸";h !:: ~.'; 1] j lL_ い
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L

↑

hυ 

i i}める脂

しL、時代のものであり、ま

争、-2;
..:;_L_ L 

めてし、るにもカφ寸:>らず、 してオてまり L 。

5 残存脂肪のステロ-)[_.結成

4
-
h
v
 

iうステロール とするケイ グ p ーマ

ドグラブィーにより分離-

した。

セテート して/J，らガスグロマドグラフィ一一!寅

♂スっーロ 唱す会代 ら5~1 ステローノL'(y 

Ltニ。このうち、コレステロール、コニノLコ、ステロ ;L スチグマステロール、シトステ

ロールなど 5 しよニO

ローし「一7
Q
 

J

一枚枚広J
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勾て「11
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ノ

¥、 を Lた(第

210151，1)。ま

11 

ロー/しとシトステ

fこO るコレス ノレとシトスァロ

される

見られるように、

7主0.0969と

ノL比1.2841であり、と

した。 こ の脂肪酸分
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第 5節 !脂肪荷主分析

、て0.3401~0 .4684 と

植物油脂が混合している状態の般を示Ltニ。 以上、ステロ-!Lノ分析の結果から、かなり

流動が激しし動物油脂が散在した可能性;と遺構確認問のずれがあった可能性の両方が考えら

れる。

5 脂肪藤組戒の数理解析

より こグ〉

群と相関距離0.5離れ

行~7U距離0.15以下でA群を形成した。試料No.6 はA

B群を形成した。また、各基準試料と比較してみると、し、ずれ

手:え

度距離1.0以上と

動物油脂、

した石およ

り、まったく別語の

してし、た可能性が低いこと

1ノ7こ。 このこと yう通

れる。

7 脂肪酸組成による種特異性相関

残存脂肪の脂肪酸組成から種を特定するために、中級脂肪酸(炭素数16のノζJL ミチン酸から

炭素数18のステプリン酸、オレイン酸、リノール醒まで)と高級脂肪自主(炭素数20のアラキジン

酸以上)との上とをX軸に、飽和脂肪酸と不飽和脂肪酸の比をYI紬にとり、

胎盤、

ての原点山こ，植物と

るいずれの試料

る，ものとも第3

であり、先のクラスター

ら離れたY紬に沿って

め、試料No.6

した。 B群を形成するNo.6は、

上 して る

る 、。

これらの成績と脂肪散のグラスター分析およびステロ

と性慣が向じであり、
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第5章 自 f~~~fl";己的分j:lr

しており、なおカミつ、遺構相{立 L~壊がJ制下され 、。

S 総括

、らJ采取し 7試料の残存脂肪分析を試λた。

6およびNo.7でリグノセリン酸等の高級脂肪限が検出され、動物油脂の混人が推測される。ま

:=; fこ多量のコレス.:;-p ヤーノしを分布していた。時肪酸とステローノLの分析

る。 しかし、他の遺跡資料およ
、
十匹で

ムハ
r人
品
自
十

L
rい
し
i
戸
1
ノρν しF」

していた可能性がJ住inlJされ

とも、比較試

しな泊、っfこが、このことから、

料である成古寺焼上墳墓、大湯環状亨Ij石WJ辺遺跡の上墳墓および自己石遺倍、]充生試料人間骨油

および体脂肪と遠い距離にあり、土嶺墓と認定するには困難であった。また極特異性相関から

みてもほとんどの試料が植物腐植土を示す位置に分布Ltニ。遺構から骨片が出土したが残存脂

肪分析では動物遺体特に人間遺体の存在を確認することは難しい。その理由として遺構内外の

よ

残存脂肪分析法により、

部、理 i二中脅し

ローノL分布図を作成する必要がある。 しか

肪酸およびステローノL分析図の作成と

だんう。

えられる。

るためには、遺構内から 3ヶ所、埋土上

し、精密な脂肪酸およびステ

2試料のため遺構の性格、用

よる解析によって動物種の特定が望まれる

(中野益男・福島道広・中野寛子-
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持0.7

持5egて! ¥k jf??f舎詩Q.宮

下二二とヱヨ1番目
指，霊瓜¥-::..#"=詩0.5 ¥ 

持0.7
第207図 S X 153遺構内外の土壌試料採取地点
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第208図 遺構内外から採取した土壌の燐分布
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第 6節放射性炭素年代測定

第32表 亭取清水遺跡遺構の建存賠肪抽出量

試料No. 採取地点 湿重量 (g) 全脂質的g) 抽出率(児)

北壁土部土壊 717，48 6.0 立0008

2 関蜜下部土壊 921. 70 4.2 0.0005 

3 東壁土壌 708. 77 2.8 0.0004 

4 北壁下部土壌 906.54 2.4 0.0003 

5 法面土壌 560.69 2.2 。.0004
6 南監上部土壌 756.46 6. 1 0.0008 

雪片入ち土壌 1022. 77 6.6 0.0006 

第33表 遺構内外土壌試料lニ分布するコレスチ岱ーんとシトスチ昌一んの割合

コレス
試料 CNo.) コレスチロール(約 シトステ口一jレ(見) テ口一jレ/シトス

テ口一jレ

立36 27.52 O. 3401 

2 10，55 26. 73 0.3941 

3 4.82 10.88 0.4430 

4 6.59 14.01 0.4684 

5 19.93 15.52 1. 2841 

6 6. 73 49. 68 O. 1355 

7 4. 89 50. 45 0.0969 

庁

iハuJ
nぺU



第5章 自然科学的分析

第5節放射性炭素年代測定

学習院大学放射性炭素年代測定結果報告書

1987年12月初日受領致しました試料についての年代測定の結果を下記の通り
1
f
W
4
 
し

す。

なお年代値の算出には14Cの半減期として LIBBYの半減期 5570年を使用しています。ま

た付記した誤差は戸線の計数舘の標準嬬差びにもとずいて算出した年数で、標準偏差CONE

SIGMA)に相当する年代です。また試料の戸線計率と自然計数率の差が2σ以下のときは、 3σ

に相当する年代を下限の年代{臨(B.P.)として表示してあります。また試料の{3謀計数平と現在

の標準炭素(MODERNSTANDARD CARBON)について

は、 Modernと表示し、 O14C%を付記してあります。

J- 2σiゴ、下のときに

記

Code No 試料

GaK-13650 Charcoal from 手取清水遺跡

No.1. 8TTSM [SL323 MD71グリッド(A区入第3層j荒木〕

GaK-13651 Charcoal from 手取清水遺跡

年代(1950年よりの年数)

1700土 120

A.D. 250 

1800土 140

No.2. 8TTSM [SL323 MH71グリッド(A区)、第2-d層流木J A.D. 150 

GaK -13652 Charcoal from 手取清水遺跡 460土 130

No.3. 8TTSM [SL323 45ラインJベルト MB44グリッド(A区)、 A.D. 1490 

第6層RW1947i荒木〕

GaK -13653 Charcoal from 手取清水遺跡

No.4. 8TTSM [SBl71-7柱(D区)J

GaK-13654 Charcoal from 手取浩司三遺跡

No.5. 8TTSM [SB171-13柱(D区)]

GaK-13655 Charcoal from 手取清水遺跡

No.6. 8TTSM [SB174-5柱(D区)J

GaK-13656 Charcoal from 手取清水遺跡

No.7. 8TTSM [SB174-10柱(D区)J

440土 80

A.D. 1510 

1080土 150

A.D. 870 

710土 90

A.D. 1240 

1320 :!: 110 

A.D. 630 

以上
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1 縄文・弥生時代の遺物について

8 ま
4 め

1 縄文ー弥生時代の遺物につし、

( 1 ) 土器

出土であっても縄文土器・弥生土器・古代上器，中近世陶

磁器が混在しているので、同時性を決定する基準となる七、ソト関係を把握することができなか

った。そこで土器の各器種を認定し、器種を主として施文・装飾技法の片思吐かり刀、期ゼiJ¥'" 

編年的対応関係から、ある程度の

定した。しかし形態不明の小破片が多し

率を統計的に把握するなどの定量的分析はできなかった。

しうる各器種ごとのまとまりを土器群として特

よび各形態の組成比

し る

の講成は次のJmりである。

つιJ 

豆a-1、豆 b-1、五 e-]、車 a 1、1Va

JI a 2、立 b 2、JIe-2、臨 a-2、1va 2 

五a 2、lIb 3、ITc-1、lIc-3、llh-l、illb TVa-2 
q 

J 

4群ート器 lIb-4、lIc-2，lIc-3" 立d、lIe-4，lIe-5、ITe-6 

1I f、lIg、lIh 2、lIi、直 b、1Vc、1Ve，Vb-l 

手取清水5群土器 lIe-6，lIe 7、lIh 3，1Vd 

手取清水6群土器 1I j 

手取清水7群土器 lIk 

手取清水8群土器 III 

以上 1~ 8 して

図示し，たのが第214・215図である。{旦

ので除外した。

各土器群の構成する内容につし、て概要をまとめてみる。

手取清水 i群土器
l泣い

田町平鹿遺跡のSK07土坑、弥生土器第 i類とされた土器群を標式とした。鉢形土器・高

(鉢形-高杯形-壷形-

、ては土器群の所属を決める根拠がなし、

る。鉢形土器は太めの沈線を用し 波状文の施される

されたり、残ってし・るものなある。 り込み、

。
る

手取清水 2群土器
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J 

3 

第213国 山王IIIJ警出土土器の変形工字文
1.........3 C-2裂ヲヰ.5 C 
3型 (須藤隆1983より)

と方形文に類似する変形工字文の

手取清水3

C-3型であり、 いるものが多い。 llc類は 3・4 のみ認めら

れる。破片資料だけでは 2群-3群を区分することは事実上むずかしいのであるが、大きく 2

きると考える n 手取清水 3

り、おおよ J-
) おく。

る る。 -高杯形土

器-

う。 4群土器の主要文様帯は忠臣し、沈線による

-連続11J形文-菱形文る

をもつものが多く含まれてレる。

ども施文される。

もつ形態はなくなってしま

もの、

左 り く、 くなる。この

手取清水5群土器
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l 縄文・弥生時代の遺物について

大曲市宇津ノ台遺跡出土の宇津ノ台五群土器に平行すること器群である。鉢形土器-壷形土器

がある。 5群土器の主要文様帯は連続山形文'鋸歯文-連繋菱形文・数条の平行沈線文などが施

文され、磨消縄文手法を用いないものが多いようである。このほか列点文・事IJ突文なども施文

される。

手取清水6群土器

土器2点がある。刷毛目工具圧痕による斜格子文、箆圧痕文のあるものである。この土器群
{註 5) 

について児玉準氏は「刷毛目工具圧痕文と述べたものは、小林行雄氏のいう『円孤の如き有限の

連なりを持つ点の軌跡、あるいはそれらの一部分をとって単位としたもの』にあたり、『もっぱ

ら手で描く文様ム『土器面から一回ごとに櫛を離して措く単位文を連ねるJ文様で、『箆圧痕文』

と呼ばれ、櫛描文B種に属する。この文様は土器面の観察から刷毛目工具や沈線施文具と向ー

の原体によるものであることが明らかで、小林、佐原両氏によっても刷毛目工具と同ーのもの

のあることが知られている。Jと結介し、男鹿市横長根A遺跡の同種の土器について「横長根A

遺跡における箆庄痕文は刷毛白調整技法と共に小松式土器の流れを受けたもので、その源流は

近畿地方にある。この系譜下にある櫛描文土器は日本海沿岸の平野部に飛石状に分布が見られ

る。秋田県では横長根A遺跡の他、男鹿市飯ノ町、大倉、大曲市宇津ノ台から出土しており、

北陸経由の櫛描文土器の北辺地帯となっている。Jと纏められている。秋田県では箆圧痕文を

もっ土器の出土例は 5遺跡となった。本群土器は 2点であり、 SX 133とSX209から出土し

た。前者の出土土器は遺構埋土から出土したのであり、同遺構内からは縄文-弥生・古代土器が

共伴しているが、弥生土器の主体は手取清水4群土器であり、不確定要素が多いが向群土器と

の同時存在の可能性はある。後者の遺構でも同様な様子であるが、遺物が少なく共伴関係は不

明である。

手取清水7群土器
(註6) 

交互刺突文のある土器、 l点である。福島県天王山遺跡出土土器を標識とする「天王山式」土

器群に相当する。

手取清水8群土器
(註7) 

撚糸文のある土器、 2点である。秋田県小坂町内ノ岱遺跡などから出土する「小坂X式j土器

群にその特徴が類似する。

手取清水遺跡の縄文土器・弥生土器についてふれてきた。出土した土器の総量は多量である

が、時期・時代を特定できた土器数は結果的に少量であった。そのなかでも縄文土器(後期・晩

期)、弥生土器 1・6・7・8群土器は僅少であり、弥生土器2・3・4・5群土器は比較的多かっ

た。したがって本遺跡の弥生土器は 2~5 群土器に代表され、量的には 4 群土器が最も多かっ

fこG
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第6章まとめ

手取清水遺跡は昭手1]35年と昭和62年の 2屈にわたって調査が行われたことになる。本遺跡の
(註8) 

出土土器は昭和35年の調査を担当された大和久震平氏による『手取清水遺跡発掘調査報告書』

(昭和49年7月刊行)によって知られることとなった。報告書によれば、手取清水遺跡出土土器

は縄文土器(後期・晩期)、弥生土器、土師器、須恵器があるとし、縄文-弥生土器について次の

ように分類されている。

第 1類翠形類

2類大洞A'式の土器群

第3類 大洞A'式の新形式と呼ばれる仲間の土器群

第4類縄文施文を太い沈線又は曲線で区画し、磨消縄文手法とした土器群

第5類所謂山形文を含む土器群

第6類文様のなかに点刻を含む土器群

今回の調査によって出土した弥生土器は大和久氏によって報告された土器群をすべて含んで、

いると言ってもよい。つまり手取清水 1群土器は第3類に、 2・3群土器は第4類に、 4・5群

土器は第5類に相当する。これら土器群のなかで特に注目されていたのは「点刻jと記されてL、

る刺突文・列点文を有する土器群であるが、 4・5群土器にその特徴を有するものが多い。

手取清水遺跡出土の弥生土器について、学史的に見た時どのような位置づけがなされてきた

か触れておきたい。大和久氏による報告書が刊行された後、本遺跡の弥生土器を取り上げた児
(註9) 
玉氏は「横手市手取清水の第 4~6 類土器には横方向に延び、る磨消縄文が発達し、これと列点

文の結びつきに山王E層式との共通点が見られ、宇津ノ台 I群土器よりも古し、」土器であると

位置づ‘けた。この考え方は多くの方々によって踏襲されている。しかし今回調査の出土土器の

検討結果は既述したとおりであり、主体となっている土器群は手取清水 2~5 群土器としたも

のであった。手取清水 2~5 群土器の平行関係を示す標識的な資料は、 2 群土器は山王E層

式、 3群土器は寺下回貝塚出土の一部資料、 4群土器は宇津ノ台 I群土器、 5群土器は宇津ノ

台E群土器にそれぞれ比定で、きょう。今後は3群土器類例資料の増加を待って器種構成などの

検討を行う必要がある。

次に制毛目工具による斜格子文、箆圧痕文のある土器 2点が出土したことにより、秋田県で

発見された遺跡は男鹿市横長根A、飯ノ町、大倉、大曲市宇津ノ台と手取清水遺跡の 5遺跡と
〔註10)

なった。この土器の位置づけについて児玉氏は「この榔描文土器の時期によってこれを伴う土

器の編年的位置も明確となるであろう。大倉の土器には年代的!幅があり、櫛描文B種との共伴

関係は不明であるが、飯ノ町では宇津ノ台五群、三三十メIJ出土土器と同様の土器と共に出土し、

横長根A遺跡でも向様に、平行沈線、鋸歯文の施された土器と同一グリッド、同一層位から出

土している。このことから櫛描文B種の土器は宇津ノ台E群、三十刈出土土器との併行が考え
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III類高杯形土器 W類謹型土器 V類蓋形土器

I 縄文・弥生時代の遺物について

1 

柏町ふっム

4若手

ー
、

1
!
i
l
J

い
lilitell--t

、、
J( 

九

5群

¥¥ l U 

-L一一一一一一」

(一一一
トィ一一

5図 手取j青水遺跡itこおける弥生土器の分類と編年…2

-40:1・406



縄文弥生時代の造物にうし、て

ら，{l、 ざのじ(土日j 手も二一!! 一_-ノr 、
ヨzν

}， ζ11-
ぺL ιVO 仁一 しを述べておられる。

したものであり、

しがたいものがあ

1 :i3からiJ::1J二L

lう 111 ト]た L7~Î と

らよ11-i二した i;L 737( 

しないが各 ~-) l G 子一しなし

あ i)、{自の遺跡の

しも

出土である三と

とは一致

L (1、:- 1/ 1 
にノ

，tうH:l~!て L tニ|二宮三五、 、v し i‘ 
/ 

， -ム
I----l 

} 
~ 

『

，-;CJ 一
メ〆 Lておさ iこし

、主

にはJ_L 1 
¥'_)しし

アて'?'土t :!土 た~) ， 
( 

'qJ 

、
ごP
c__-

てゴ大rこし、。

点山上した。~ ら

一一寸
aノ土出

-守!， j 、"プ1ゐレ• t_' 

上器;よ、
くジ

らみるとアメリカ

う石器では

:問

，- iJ_J 
I-j-I_L_ L 、

LてL‘る送、 9，0 

cm、

i工、

とよく似 と形状が類

似しており、争の ある力二 とし

4()7 



へ'1.' (一、コ金二 一ユ 、2
fA;， n斗上広三占J

った。この{阜、

mm、i王2mm、

) . .• 1..しており、このうち 2点を図示できた。その1+1で i点は長さ 9

1 rnmときわめて Fトさく、 りで;わる。 として出上す

る場会もあるが、 L、ずれも j--のものである。

2 J.... 
丈ャー

っし、て

えちそのほとんどがDp<~に集 1+1 し、

よ ')ト二、あ

コ
ふ
んて

7
し

しf二泊Lって、
、
山高1γ」

ド ィー μJ 斗 1:旦とλJ、てlユし/じ -fて、台、又 1 .;.，、 i
しノコ 『 μJ_Lヲつ守口 /1 ::_;しら r，，_)0 L IJ - L 、 l入

伊寸 r宮、戸f

ιi-') U) 仁、

tこペコし、

(S Bト (S ) るい

?っL、て角:i¥.:{Lて二久fこし、。

ーノi
 

f
S
1

、
いて

ついて

一
4
 
1
 『。

ーし
ー
す

1喝っ、之丞ソーと，fe~ 
'仏心

【
U

J
J

山山
久州、}

r
i」めJ

3
1
/

一
斗立て

)t

こ

よ の

ーレ
〕
一

γ33J 
U
 
(
J一
ゾ3
h
y
 

f
マ
弘、，JJ

1
，
 

Aグーブ、 約 7O~ 9 Bグループ、その{患の仁夕、/1--方向カ.[う、ほ

Aグループ 240 ---243・・

Bu22・1 ~ 17 十 7~ ~ 190・22り-'j'j 1‘L9i:孟223

Bグループ S U(jO・1 .j ~ 1 -205・210・・噂210鑑零27:3.

A299・302

B019・100・101・170・171‘1 晶290，299，302

C グノ~吋ブ 103・208・222・・284・・288・289.297-298.300・301・:307

B020.291 

の中 よ られるA.B両グループについ

t、きたし

408 



古代、止の遺構と侍につして

a 

AグノL 、1V し、 BグノL も

きく仕事も了寧である。 一方のBグループは柱掘形が楕ILJ形ないし円形を呈し、 Aグループの

柱掘形に比べて柱掘形が小さく理土に石などを含む場合が多い。

したi謁合、古代の)j;Y:T寧な傾向にあり、 AグノLーソυに声L

!l-ープ問に直接の重?をは認め iられないものの、そ

Bグループは存存時期の異なる一群としてとらえて羊L支えないものと

I，~ 

る円まfこ .Bグ

i工、 h 六ド /¥ 
'/1)しフ、 [1. 

られる

i示

A グ lL、プジ) B .221とBグ

168→ S B 171 マト_r-
ιーっし句、

して SB 220.221 " D 

あるえ盆 Bグ!J....cープの

のSB17U土SDIG8を

プー→Bグループと してとらえられる。

C 

_~ 

、l
こ

ト
tu

-
マ
込
r

刀
ザ

Q
L
九リ一

』

L

J
Z
ド」おし/) れ

の

こ

ら

ら

る、
い

古

川

るものなのカ¥

、ずれも拙片であり、

とから、これらの遺物によって遺j苦の時代を特定できるものではない。ちなみにAグループか

ι〉σ〉

i) グルーヅから珠山系陶器が出土していないことは先のAク

いる。 しカミし、

ものではなし、口したがって、

Iこより

-柱列と

める らLつ してλることにする。

)-

ちりミ1::1'_] 

とS 221 

れる

られる掘立性運物!坊の年代と Lては、 Aグループの SB221 

iう;

、 111

しているためである。 BグルーブではS

のため年代がはぺ会りしたいものの、

276 3柱J屈形内よ

3ら出土し

いものと忠われ

1， 
いる らiffor立I1tl:し、 五主び)J. をふ

u/ L-' __  j .r L....、ー

、7

ζJハ

まれてし、る グループカ二あり、 こ
。
のグループと .Bグル

ノしーブ(SB 171. S A224) 

Aグループ( B220・221・]74) 168 テBグ

( 138・ 153他)を含むグル 11 ]である

409 



ムー，_ 、 ，'r 
ι十&l)ヰ，こ と占勺

上l上カミら .BグループはJtfこSK1111

;flることになる。こ;!LV:::

と考えられる13----14世紀以 ら

れ
V) される

ば、A_.Bグループi習にはSD168などの遺構が存在する時期が想定でき、建物方位の違いなと

からも両者に継続性は現えなL、。よってAクループは 9 10世紀代の遺構と考えられ、 Bグ

ノ1.-プl主Aグループより したSKlll1l、i前なし、 Ll直前の 14世紀

以 iて

ら;11.る。

るとAグループ¥t9 ~l B クルーブ ~íl らは世

まる時期の と考;えらる。

出 L遺物につし、て

lう推定される

a ;;員 ~~6i}'

と糸切りの底部にケズ J)

よそ{'J(の去おり

、2fnハJ
上し〆

九
一
一
一
ノ

ブ
fα

あるものが見られる。

の第156図的は、払田柵跡出上の嘉i芋2

lt月のものと考えられる。{也の土器はこ

から見ればおおよそり ut紀--10世紀代に収まるものと

えられ、

ものが出土しており、

さ;{Lるものがある臼

との;吋北方ミらおおよそ13--14

のものC .1;*11'1'1フ子守i病!市ほ占悶細工i二L よれば、 IU切(13i!J~示己中頃)と

が出土してし、る。

I~知器としては17~ してし、る。

ると手取渚水遺跡の古代中世における存続尚一:期は、 9~

頃、 t~ 吋 ー

4-1心とし えたえl入ここで、

、て触れてλたL、。

a 伝づJ

ず も

秋田城跡-払回締跡に次ぐ し 夫、

共通することから同時期と られる ら と が異なると られ

る。ま 、古代の察穴住居期、と 1::1 れるものは j リ、

410 



跡の例主j土粧しても

ある。詳細は不明であるが、

ものなのであるうかの

2 古代~近i止の遺構と遺物につL、て

占める一般集落と Lてと iうえるには無理があるようで

とは異なる特別な役割、仔Ijえは役所的機能などを持った

b '7' 

ζ〉

の)主 i) j~ ぺて三ヱえると、

)が、 14世

f)、1 紀

中頃にi

j昂入 していたことを知ることができ、

られる時代である。

るものはなし、ヵ入

とは考えにくく、

らは出 i二しえないものである。とす~:tL~í，やはり

きがあるものなの力主も

¥. 'るもの庁、ある

な

ノ
m

，rn己
し
一子。

ープ

/0) 

以上、古代-中世における 、て述べたが、し斗':':，hも

じて、河口県・

ってし、たのかも知れなし、。

】 二事斗 :. 1ザ
ζ ィラズ V'-

くいものであった。

ち、 と為りえる

( 2 ) その散の遺構について

その堆積状況、形態など るので、それら

てehJ_こし、。

ここで、は理士や

ら出土した試料の自然、科

/ふ

B.DVのなかで溝状遺構(S とLt二三

るもので、全部でろ基(S 130.134・279・281

l1l、 11j 径6.9111 、 rj屈し ;;6111 で、車~IJ ¥のものはSD 

も形態は円墳の屑堀と旬、るが、主体部と思われる

る

ものはSD281 

♂今一4ぞナ プア
111 a')ζ) 0 

内側で石産言忍されなかった。

411 



第 G章まとめ

r
 'qE 

じって出 I~. した円ま

) n /、

と思オっ*Lる

_j_ _，_、
/j ，j、/ とし、 してL、

プ7

Q 。

一〆匂口

去

る

を

D広iこて 3基(SX084・133・153)検出された。

「i)

となるs 心。 \.， ~r.h も

ら.:/lると

し、う ら，11る口 S 

X084・s ，r3 

竹
円
円
!

よって「コ」

1 
~ J--_. ，---._ 

えられノる。 SXL53では黒色灰に

;[1丈こカ

よ

らな

J 、手、
ノ"ー0

もつ例としては五城目町

L

L
あ

中

近

で

る。

とされている。 、もの

とさjγてし、る

るもので、中刊?とされ、

性格は芋IJ然としないようだ。

tj j二のよ

るのみで、その

'J、中心的なi時五月は 8 f)、iおおかたは(落、けてし、う認識におレて

共通するjょう レ~台官ノ、 スり

人み泊三 i宇;I-kを J込

は、古墳の向堀の ~II極性が指摘する例 、ト一ー 伴 ¥.う さ;{L tおる例治、

るようだ。 しカミし、 らその性格を決定するまでにはし、

41 



古代十引帝とつL

たらtcかっTこr

S K156の断面形がブラスコ 1・2 内、/ り上がる

ら種子が多く出;ことした。

も多く出土したのはキュ

し、 1層と

5章の

ウ 1)属メロ

E
Y

一
土埋の

L

ま 8 

、，!JF i.ザ寸、、 k"向、 τヘ キイて手 ノf ご、 グリ、モモミ

マタタビ、タラノキな 1)、 L んでもおかしくなし、ものばかり亡、あ

と推iIlJJさ;{l 1~二 G

アヲスゴtj，ごで、 tm土方:マウンド

K 1:)2~ S K 1州、 S 211がある。 S 1 

り、 SK156は「ヒトの排j世物を貯める

'
h
i
 

し
f
)

ビ

日

し

の

ろ

区

本

こ

む
心

A
せ

レ

」

に

の

円形で、

レ
(~ ら;/1る。 SK211 i~20~3()cm 

トの士宅二i二はし、ず;hり、その直下までは盛り上がっ

も また 4・6!腎のみしまりがないので、 4-6

でしまり、 したためと られる。 flliにブラス

I425りがあり、同じフラスコとなる SK059も と考えられる。

Q

U

l

)

 

なかったり、 陶磁器などが混じって出土したりとし、う状況で

ツ井町二

、 ら

している口(¥， .bゆる「クソ

188'Lllのように士宅j二がマウント、

るニと、また、 -1;:)6.1 のよう

とがよ臼上ず、 SIく156

ヌバ占1-
7
J
λ
1
1
 ー

よ
4
-
川思し/一ヌ川一ト1比一

L3231日河11

りのD つまり、 レ 〆~-るミと治￥ lう、 i 1ニト 一一F
J一、
'ぐV

一一

(S K)、そ ( X)と している り、そ

土坑6慕(S K 138・193・2S0・252・・306)

133・143・149-153・167・:313)である。そのうち、 S

S X050‘081 .084 . 117. 129・

と られる S X050 

-084・133

十日Ui，平面形が円形もしく

一 る。

スコ状もし るもの

41:3 



点
間
十

円
対
一
ヤ

が多いn 埋土の状況は、 S 138. ・30Gのよう

252・258・306のように、黒色)烹・焼 1-

してし、之}もの、 En 

とブ戸、ソグの混入している層がみられる

ものや、 SK 138.25十306のように両者がλら;/Lるものなどがあり、理

L、o S K306の周辺は焼土粒が散布しておりちまた、土坑はし、ずれも

な

、 138・

パ
/
}

だ
)
わ

山

r
f
}K

一
円
、

J

、

?
?
A
M
E
 
--付
工
大
〕

z
y
)
 
の
J
b
u
 

J
j
'
 

v
T
1
 
ら れたと考えられる

としている。

。三().()宗4・1:i:i * 1 

あるハ i里l~

の状況は、 SX117・liCl・1 ・のよ

ょう

¥
j
 

/
十

ν
1
℃
 

}
/
ぇ

「リ
江
川
い

J
r
)
 

向日一w
一
企'己 l' 29盆 1 の

尽ス 1
τ一一一 〆 、 、/ 、ー 、 竹ノ

、、
、、z
J

T
 
/
U
 

-
J一

T
U
M
T一

ァ
r=山
、
i
，占

パ今1
dJ
a
 

、， 117 

149・167・313のよう

はない。

られる本のなどカ~，'V) i)、二!二;坑と同じように理士の状況は一様で

1 もしくはそ ・117・143

167Vi短時間に埋められたものと忠われる c

S K252・1::l8， S X084 

られた。 イネ、 ヒ斗 し

いないものということがわかハた。上記のよう とんと

で、 らJiLたものもJ多いことカ斗ら Iアをイ

ネワラ、イネモミと

fコソ

r¥、

与Iし一一ぷプ
ノ1、」 工夫口

( 3 ) L三

1 ::iは、 きまてし 1

ゐ
J~一一ァ
f心 U)こ

られるの

↑止来日代のものであろう口

跡に限られており、

(土 9~-1 (; 

4

塁

将棋の駒

こhま よって出二lL をカ~l
ープ

ζ) 0 もの



j)"， 
u 

?1 
〆 ).1¥

、

古代~ ;Ji J:I:i:の遺構と造物について

オバL-子市、、→
〕 一一 J 

主il ‘域q詰禰跡

tη対ltカミ

〉

ι1 

、もの



第6章まとめ

ら出士会 どか し、

加えたい。

ると第35へ 37去のようになる。

@器形分類

器種 箔 産じムI -Ffミ1ロrt 上師器

器 11ラ 可、 台付M、 いz rJ、al j不 tJ、計 合計

数量 93 、 ‘-3 ) c)c) 33 ::n 132 

器極書Ij舟 94% t7】0//。- tソ'~9u 100% 100% 100% 

全体割合 71% つ]/O/リ }つ:'ど日 四i5Ji白J HつV弓/El/υ 25% 100% 

し完iJ介類

B73E1T長1土百巳fi 且I.l主口? 剖i 旦"旦rr 

不明 i 小五十切離し [ill転ヘヲ 回転糸 !ci]転へラ j己i転示 ノ l~明 fJ\~十

数量 43 4fi YJ 

器種割合 三O?i; 4% 100% JつJOFO4 δ円 12Pd 100.% 

全体割合 JつL1全%ノ 3ハーiイハ) 3% 7t% 1% 22% a 円% 26% 
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仰
いスU1しえ」

lこゴd

いても

ら

J1るとのことで、

(8??己)・二1-.丹市'¥5*(63%)とも

合l工、秋田域跡では

跡-払田柵跡を上回るもので¥

かも知れなし、。

では、 1酉J'I井J.1厨カjが土器の使用霞所、|鳥;ヲロJ'

を示Lたものなのであろうか。他

7点と点数にまとまりの見られるも

~ .>- ， 
";;) ')こ

ヱ91%と秋田i境

でし、るの

どは氏

!

h

W

1

8

8

A

 

A

戸よ

i
j

一-一

γ

J

J

寸
斗

名

九
ア
ム

.... <.1) 0 してλ

ラ切りなのに対して、

りでよらる。加えて、

、1*1主力J と

きさも

ることなどから

られるものであろう。ま

カJ.1古志カ .1鳥万戸」

ると

す〕

J..- も現;flて

しるようで、ある。

が下る vこつれ

ラ切りで、「王」

ことから、 yこょっ され

( 4 ) ついて

河川から出士したもので¥

その種類はパラェテ fに

るものはなたが、

ある小さ ま ると、上

ように、!日河川

、それらにつL、 てjえよニLυ

と

は 4mmと薄く

ラjといわれているもので、小物用漆製

、そ

しており、 るとき
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第 6主主まとめ

出Jも
、
1
ノ
't されfこもの

具とされている。第190図59のように容器の底板内面に漆が

る口農具では鋤が 2点出土した。組合せ鋤と l木鋤の種類があり、 L

が明瞭に残っている未製品である。組合せ鋤は岩手県-落合亙

に6点の出土例があり、し、ずれも平安時代に属するものである。

したものも出土してい

も手斧による成形痕

1本鋤は多賀城跡

漆椀、曲物、折敷、蓋、!副長、

比較的数が多く、中でも漆血は漆がし寸'"'Jlも

した。そのうち、漆血.~奈椀は

良[仔なものが多L、。第1841文!

内側を削り ;1るんで輪高台となし、内24のよう ないものと、 27のよう

くものと、 25のよう

る。 と第五7期

と考えられてい

のものが出土し

.2類のI¥T期 るようであり、 IV

亙期(1

ていることから、そJlと符合させては世紀頃として大過ないものと考えられる。この{也、

では由物や嬬粉/]てがある。円Jf三由物と柄杓(第1851豆134・35)は、 B区の井戸跡(SE067)から出

土したもので、周回の遺物出 1:状況など方、ら平安時代の遺構と考えてし 2るものである

はかなり傷み、がひどく、全体が軟かくなっているが、カ込ろうじて原形がわかったものである。

しており、七ヅト
} 
y 
L四ー

される。

、
、，，Jl
 

しており、 3

県市P之街j

シャモジJと呼称

るものの

るもので、

類のタイ る。おはやや大きし

しており

S L323r日河川から多く

あろう G

以 I-:.k.ま

きる

とともに出J:.Lている乙と治、ら、

してきた。 として L
S
L
 

ーし

したものが多し、とし、うことを

なし し ら !こブQ斗ま

きたのは

られる。

h
J
C
 

3 おわり

418 



:i t，，}) i)に

されて、水IlJh祢の 『

心

わけで、ある。

され、そAeか

水出跡は検出されなかつ 出土遺物は

縄文-

b 

など多岐にわたり、途切;[1ながら

」ア

{) きた。

人掘立柱建物跡群や、木簡の{也、秋田城跡や払m{:flfr跡に次いで多く

とから、 とは異なる機能をもっ と される。また、土器ととも

-馬形;などがLUJ二L、 ていたことが判明した。

さ;[l、 将棋の駒など

多く出土した。 既述のように13・1

ったと ら;fLることから、あるし とつながりのあっ

とし、えるかも y 

v '0 

るSL 32311::11可JIIは、 仁j=11士、近

世まで脈々と流れてし 明し、

が;ちり、そ ととも 2主 、ていた口今!瓦i出土した遺構遺物は人々

り、

6-~、、一一、 4ζj;三P二Yι'"戸『 〆¥ る 」ぐマ〆よi1 7許~l_:

註 i 秋田!早教育委員会

(昭和

二二i:.__ra.ア) n 

L j昇i、、
y 

牧田県文化財調査報告書第101葉 1983 

註 2 須藤隆 11jl北地方の初期弥生士 111干-_lJI層式 u考古学雑誌』第68を第3号 1983 

(昭和年)

:J 註 2文献

4 項藤 i笠「秋開 k:rl11 111平津 F 台遺跡の弥生式土器につ

1970昭和年y

註 5 若ラ~ftjr教育委員企 u'j長長根A遺跡秋田

lり84(昭和日年}

『丈{U第:11巻第3号

討:G 坪井ニ清足 「福島県天王山遺跡の弥生式土器j lf史林J第36巻 I号 1953(11召和28fJ三)

むもあ

註 7 奥山 1位1.安保 彰 「十和問湖問南部(ノJ'援Jll~ iJ l) の弥生式文化とその形態J上・下 『考古学雑誌J

第49巻第2・3号 1963(昭和38年

註 8 大和久震予 i翼手市教育委員会 19TH昭和49年)
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培(; J_. 

~) 計三文i甘え

10 児玉 ~t i秋田県における弥生式 i%1= ~;r!:3 ~:r-研 J充の現状と課題1(東北地方の弥生式 i二器の料品 ~F

について』第 Iι叫lE文文化検討会ンンボシュウム 1988(昭和63年)

れ11 ~It方考凸学研究会 仁It方考I!，JJ eH 1号 1968(昭和43!r-i三)
計12 北方考占学研究会 『北方芳1!lj 第2号 1 ~) 7 () (I1t] fil:L'i iド)

註13 完掘調在報は子h立2年)むこ FIJ(j子忘である。

計1 仙台市教育委H会 j 下ノ l)j1F1i造的、 ~1111介市日産鉄道関係泣跡調査.m1f幸M 出 J 仙台市

文化財調査報告古ω 198-1 UI[i fll5CJ年)

註¥5 弥生時代研究会 ITT ;;:-[111式Jmをよyヘぐ--)の険討会資料Jl 1 りぶりl平成

三Ei6 鈴木i亘之助 『図録石器の基礎知識 IlU 拍吉房 i同1(昭手IJ56年)

註17 秋田市教育委 F秋田iii p丈問臨空港新都市言完関係埋蔵丈化財発掘調査報告吉 坂ノ上E

遺跡¥.?易ノ沢A遺跡号ノ沢C遺跡-渇;If¥ E遺跡.i号/沢F遺跡.r号ノ t尺日遺跡・野形遺跡J

1984( 日召和;)9-~三)

討1 秋田市教育委員会 『秋田 rD' 秋社l臨空港新都市開完関係埋蔵文化財発掘調会:報告吉 F堤五遺

lMr.. fJ是F遺跡ノドF遺跡盆搾崎A遺跡含掲/jJ尺D遺跡'l京出沢遺跡 198日(昭和60{fl

註19 秋田市教育委員会 li秋田市秋田臨空港新都市開発関係埋蔵文化前発掘調査報告主 地長田B

j豆島与・右A法R'h;・_/沢 1J霊j昔、ゐ渇ノ j尺F遺跡!C)86(昭和61 千I~i 

註20 石川県立明 1:台料館 『珠洲市陶 1CJ78(昭和年i

百三i 1黄子市教育長員会 ォ小ン清水一第 1次元掘調査報告書黄子市文化財調査報告10 1984 

{昭和三9年 i

秋田県教育委 ~ )(1ヲl)己主JM;発掘調査一白書J] 秋田県域説文化財調査報告書 秋田県文化財

調査報告占第集 HJo7!11(=l和

子主域I1HlT教育委員会 岩野山境詳第三次発端調査報告書 l~f J~，昭和

立 秋lill.宗教育委員会 r杉jffhj室跡 a竹生遺跡発掘調長報告吉 .j太田県文化財調在報告書第出渠

] (J81 (13M干口三G.ifi

『中間表・亘兵衛お 1- -l1li出塁遺跡発掘調査報告書』 秋田県文化財調査報告書

集 lりさ(j(昭和三九千1

三 秋田県教育委員会 『梨本塚遺跡発出調査報告さ 1秋同県文化財調査報告主第日集 1979 

(!Il:1 .ffl54 i:r) 

計 青森県教育委員会 [鳥海 UI遺跡発掘調査報告書~ 青森県理蔵文化財発1Jm調査報告書第32集

1977(日召不1J52{1三)

註 鈴木克憲 『日本の古代遺跡 保有(昭和Gl{f)
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3 おjヲりに

註29 金丸 誠 「房総、1':島におけもる方形・円形周棋につL、て u研究連絡誌第 i号』

財団法人 千葉県文化財センタ 1982(昭和:")7年)

註30 秋田県教育委員会 『竜 秋田県文化財ー調会i報告古第188集 1 ~)りo

(平成 2年)

註31 大館市教育委員会 的;立廃寺発掘調貴報告古U 1987U昭和62年)

註:52 小泉信託 IMj句の1:1¥土例とその意義JU京都府j型版文化財論集 第 1 集~ 1987 

(日目和62年}

小泉信吾 Itl¥士駒カーら見た将棋の発生 lu京都府理蔵文化財情報 第23 号~ 1り87

(昭和62~f.)

三毛: 弘 |波賀里遺跡 I:l:\土の将棋の駒について Jli滋賀文化財だより N().127~ 1988 

(昭和63年)

小泉1987に241列、三宅1988に27例の記事がある。こ.Jl に筆者の知りえた2事例を加えて29例とし

、，_、
I~ 。

許33 言tr出小泉1987に同じ

註:14 山形県教育委

198~( 昭干1J6:-)有三)

「六回遺跡、第 l
τ山形県埋法文化財調会JIl詩書記121集』

として報背 L、が、将棋の駒と考えて差L支えないものと考えらわ

る。 共{半遺物から 14tlbi記長If佳u! の!と考えられてし、る。

註 高橋 字 「秋問県内出土の墨書 i.器集成J 11秋田県埋蔵文化財七ンター研究紀嬰J 第 i号

1986(昭和61年)

註36 1111I時文幸 IfL、剛附i=¥士山文学資料一一安保・寄贈資料一一」 れもれ千二第11号』

198:=i(昭和60年)

註37 註こ同じ

註38 吉沢幹夫 「宮域県出土の墨書一iて器につLぺJ ir 

1984(昭和百年)

註39 奈良国立文化財研究所 『木器集成図録近議 lðí~編J 資料第27間 1985(昭和60年)

註4U 秋田県工業投手持七/グー!日連指苓所 阿部繁二三郎氏の向j設ノによる。

主1:41 T草戸千軒il可遺跡 第11-_ J 発掘調査:概要… J
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一一一一件 VI 

198() (liR和年)

本報告書脱稿後、 80図8が組合せ鋤でなく、農具の未成品であ
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ヒニ 人メγ 、t/. Jふいん U /:!γ 
1I、刀、し(I叉A 子 illl-ilnノ¥.J¥_， ，L '1 ιi、) 11♂;ーと〉、

註41 君!街並Hli i 乞賀減におけ‘心向型作を心す _l ii研究紀'*EJiV 戒県ち立坑刷、IiJ，lJi主

研究所 iり78(昭和年)

;IT4.t戸{計百 い二ドjLi:鎌剖iii:UP7{j;出本製出.iiiiの汁しを歪 Jfj

flド ~:~}II c，i?j 1'-11日]人会1(i J~，î fr-記念品格J 神主 Jil 考 I~lil百人会

i十)86(iJ~i ヂi161 ;j二)

;tt.f三 『有子江註主化財

計16 JJll攻I)i教育委- もんj立 加弐 fh-J~t~Ji三文化財丘

(昭和年!

1 ~)87 

註47 ~I仁|坪 I~CIilt j..器研究所 1 L!JI::llおそii112-i:研究主営利 北陸午i 市・陶飯器涼器』
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図
版
1

空中写真 (ょが北) 丸印bl今回調査したD区

繊手市教育委員会提供のものを緩零昭和23年 S月織影
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図
版
2

空申写真 (0区) (ょが~t)

12.1 -



図
版
3

空中写真 (0区) SAI72・297・298・SB 171・SD168'SK124 (ょが北}
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版
4
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空中写真 ([)区) S8175'SK 1112・S[) 168・169・SE 152・SX117'153・155 (上が北}
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図
版
6

空中写真 (0区) S 0121・130・SK 132・SXl29・131・133・149 (ょが北}

一<128
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図
版
B

1 調査区近景( B区 ~FI五) (~tf>繭 }

2 調~前I A区一北西剖n (潟東b北西!
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図
版
9

S L 3231白河川 IA民h綱査状況 {雨量[[>~t曲 }

2 S L3231B河I11 (A区h凋釜状況 I r有礎ト止丙

-4:11 -



箇
脹

ω

1 S L 323旧河川 (At{)調査状況 (南点[>~t内

2 S L 3231白河川 :¥ l<.J綱廷後 t 街仮~ ~t内 1

-，1:¥2 



S L323旧河川 IAI正1絢査状況 1 前*':t>~t丙，

2 S L3231日汚111 Al 調査状況 t北川ン困層破F

-4:l:i -

a・・・・・・図..._._ 版
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図
版
ロ

S l3231B汚/11IA区}絢査後 qtf暗t>問Jl!I

2 S l323旧河川1(A区}完短 I ~t東ト偏向
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図
版
印

， S L 323旧河川 IA区3完総 t街:>.It)

、つ 遣
で制~ç~ ， 

鋭戦

j聖
教
:;'" 

2 S l323旧河川.B区調査後 11持I，-.It)
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D区北部か"'A-CI&を望む 〈南東I>~t凶 l

2 S l3231日河JII・B区 4雨I>Jtl
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図
版
日
間

1 0区潟査状況 (街l>北》

2 A区南東部調査状況 t.lt内[>南栄l
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2 

1 0区南東部調査終7後 Utら南1

2 0区南東節調査終7後 内ト.<RI
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図
版
同

1 0区宮司査状況 (網仁>.It)

2 0区潟査状況 {北lI!f>併問，

-'140 -



I 0区間取締!10~絡T後(内[>東)

2 E区遺鳩プラン確認状況 《伺~東}

. ，H1 -

図
版
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図
版
幼

事 t暢

F区調査主主況 (南[>.It1

2 FIi!:プラン確認状況 l似わ北1
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F区別査状況 {南Lづヒl

2 F区調査終7後 "担ト内。

~ 'I :l -
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思思，匂吋肘:主主-ι屯 t.，.tυ ，に喝¥
22 . . .て令 F ・ e 命誌

''''''''4'.、

J‘ 
~ 

D区基本土居

、。

， ， 

派哉，Lr-

‘' 

2 S L32318河川 (AI<:-N H71.72ゲりヅ下、土磨断面 {南東t>北西}
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5 l3231日河川 I，AI{-NI172グ刊パ‘}土磨断面 (~t!>líll 

2 5 l3231白河川lIA区-)¥"1H172タリ，ト 1土層断面 けt内i南 ~tl
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S L 3231日河川1 (AIぺ N .f 7:lクり，ト i遺物出土状況 qt~ 向)

2 S l3231日河111 ( A l< -:-: J 7:1グリ 1火山灰・遺物出土状況 1m司いづt内'

14(i 



図
版
M
O

S l3231白河川 f じ r'~- MD53 タ 11 '1 1. l木簡ーRW1207-出土状況

2 SL3231日河川I (CI:'<:-:-'I053デ Q • n鋤-RW1168ー出土状況
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図
版
"

S L 3231白河川 (C区-M052グリッド}木製品-RWI249-1252-出土状況

2 S L 3231白河川 (C区一M052グリッれ木製品-RWI037-I045ー出土状況
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S L323旧河川 (C区-ME53'" ，ぃ木似品-RW1 089~ 1 104-出よ状況

2 S l323旧河JII C区 ;¥IGω グ I.，ト 土器出土状況
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図
版
"

58019・020・022綴立柱建物跡-F区ー完綴 1荷C>.lt'

4二三?暢事腕理問

2 S B 100鑓立柱建物跡-0区一完掘 (南1>北}
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' ia騒Bi ・Eをーー J 十 r41 望蕗 ，riv:-: 

%F指斜訟戸弘製ー、 y 室長
1 ・ -;rl.... 'Y~.，.....rr ?a"'" ~ 

'‘ 

~ ........ 凶・園田E個匝"'~"( ... 司柵'曙置~~. 咽E~.r，....，. • 
生

• 

'" 

• 

"・

S B 100櫨立柱建物跡ーD区ー断面 {内1>東l

、

2 S B 170据立柱建物a-O区情実績 《南l>:!:1
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S 1060住居跡 検出状況 (~~'">問、

2 S I 060住居跡 予定掘 t !l¥1>商}
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